
大学番号 私立266

設置年度 平成 ３１年度

計画の区分： 学部の設置

広島経済大学 メディアビジネス学部 ビジネス情報学科

　　　職名・氏名 課長
カチョウ

　西川
ニシカワ

　美江
ミ エ

　　　電話番号　　 082-871-1000

　　　（夜間）　　 082-871-1000

　　　ｅ－mail　　 ssc@hue.ac.jp

届出

令和３年５月１日現在 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

学校法人石田学園　

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

　　担当部局（課）名　　　総務部（総務課）

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和３年度の履行状況

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ イシダ　ツネオ ） 　

石田 恒夫 　

（現職就任平成11年9月） 　

（ オダニ ユキオ ） （ イシダ ユウコ ）

小谷 幸生 石田 優子

（現職就任平成29年4月） （現職就任令和3年4月）

（キタノ　ヒサト ）

北野 尚人

（現職就任平成31年4月）

（ニワ　ケイイチ ）

丹羽 啓一

（現職就任平成31年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和２年度に報告済の内容　→（２）

　　　　　　令和３年度に報告する内容　→（３）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

任期満了に伴い令和3年4
月1日に変更(3)

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人石田学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　広島経済大学

　　　　広島市安佐南区祇園五丁目37番1号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒731-0192

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
　　　　その場合別ファイルを作成し提出してください。
　　　・　様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　メディアビジネス学部

　　　ビジネス情報学科

　学士（経営学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

356 － 449 － 408 －

(－) (－) (1) (－) (－) (－) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[3] [－] [ 6 ] [－] [ 6 ] [－] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

356 － 444 － 401 －

(－) (－) (0) (－) (－) (－) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[3] [－] [ 6 ] [－] [ 6 ] [－] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

168 － 209 － 224 －

(－) (－) (0) (－) (－) (－) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[2] [－] [ 5 ] [－] [ 3 ] [－] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

72 － 85 － 61 －

(－) (－) (0) (－) (－) (－) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[2] [－] [ 4 ] [－] [ 1 ] [－] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

0.91倍  － 倍

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

(　　 　)

[ 　　　 ]

0.90

[－]

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

新規入学者を
募集中

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

経済学関係
4年 80人 年次 320人

編入学定員 収容定員

(－) (－)

1.06 0.76

(　　 　)

[－] [－] [ 　　　 ]

80 80

　 　　・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

(－)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

80

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和５年度令和４年度令和元年度 令和２年度 令和３年度
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

72 － 85 － 61 －

[2] [－] [4] [－] [1] [－]

（－） （－） （－） （－） （－） （－）

67 － 81 －

[1] [－] [4] [－]

（－） （－） （－） （－）

57 －

[1] [－]

(3) （－）

－ －

[－] [－]

（－） （－）

　　・令和３年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

令和３年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和２年度平成２９年度 平成３０年度

計

備　　　　　考

72 199

[2] [6][5]

４年次

１年次

２年次

３年次

（－）

152

（－） (3)

令和元年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人

令和元年度 3 人 0 人 他の教育機関への入学(1),家庭の事情(1),その他(1)

令和元年度 2 人 1 人 他の教育機関への入学(1),[他の教育機関への入学(1)]

令和２年度 0 人 0 人

令和元年度 7 人 0 人
他の教育機関への入学・転学(1),学生個人の心身に関する
事情(1),学力不足(2),就学意欲の低下(2),就職(1)

令和２年度 4 人 0 人
他の教育機関への入学・転学(1),学生個人の心身に関する
事情(1),就学意欲の低下(1),就職(1)

令和３年度 0 人 0 人

16 人 16 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 0

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 0

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 3
令和元年度の在学者数（ｂ） 72

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 2
令和２年度の在学者数（ｂ） 157

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 11
令和３年度の在学者数（ｂ） 218

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％

4.16 ％

= = 5.04 ％

1.27 ％=

=

=

=

=

=

=

=

人

3

合　　計

人

令和２年度 157 人 2 人

人令和３年度 218 人 11

人令和元年度 72

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２９年度

平成３０年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人
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【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 6 1前 1 7

1後 1 6 1後 1 8

1前 1 　 　 　 　 11 1前 1 　 　 　 　 11

1後 1 11 1後 1 12

1通 1 2 1通 1 2

2通 1 1 2通 1 2

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2前 1 2 2前 1 3

2後 1 2 2後 1 3

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 2 1前 1 3

1後 1 2 1後 1 3

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2休 1 1 2休 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 　 1 1前 1 　 1

1後 1 1 1後 1 1

- 6 37 0 29 - 6 37 0 29
1前・後 2 5 1前・後 2 4
4前・後 2 2 4前・後 2 2
1前・後 2 3 1前・後 2 2
1前・後 2 1 1前・後 2 1
1前・後 2 4 1前・後 2 3

2前 2 1 2前 2 1
2前・後 2 1 2前・後 2 1

- 2 10 2 8 - 2 10 2 7

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1

２　授業科目の概要

＜メディアビジネス学部　ビジネス情報学科＞

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

共
通
科
目

(

全
学
部
学
科
共
通

）

外
国
語
科
目

基
礎
科
目

必修英語ＡⅠ 共
通
科
目

(

全
学
部
学
科
共
通

）

外
国
語
科
目

基
礎
科
目

必修英語ＡⅠ

必修英語ＡⅡ 必修英語ＡⅡ

必修英語ＢⅠ 必修英語ＢⅠ

必修英語ＢⅡ 必修英語ＢⅡ

英語理解・発展Ⅰ 英語理解・発展Ⅰ

英語理解・発展Ⅱ 英語理解・発展Ⅱ

英語表現・基礎徹底Ⅰ 英語表現・基礎徹底Ⅰ

英語表現・基礎徹底Ⅱ 英語表現・基礎徹底Ⅱ

英語表現・標準Ⅰ 英語表現・標準Ⅰ

英語表現・標準Ⅱ 英語表現・標準Ⅱ

必修英語ＣⅠ 必修英語ＣⅠ

必修英語ＣⅡ 必修英語ＣⅡ

英語理解・基礎徹底Ⅰ 英語理解・基礎徹底Ⅰ

英語理解・基礎徹底Ⅱ 英語理解・基礎徹底Ⅱ

英語理解・標準Ⅰ 英語理解・標準Ⅰ

英語理解・標準Ⅱ 英語理解・標準Ⅱ

基礎英会話Ⅰ 基礎英会話Ⅰ

基礎英会話Ⅱ 基礎英会話Ⅱ

発展英会話Ⅰ 発展英会話Ⅰ

発展英会話Ⅱ 発展英会話Ⅱ

資格英語Ⅰ 資格英語Ⅰ

資格英語Ⅱ 資格英語Ⅱ

英語表現・発展Ⅰ 英語表現・発展Ⅰ

英語表現・発展Ⅱ 英語表現・発展Ⅱ

海外研修英語Ⅰ 海外研修英語Ⅰ

海外研修英語Ⅱ 海外研修英語Ⅱ

ビジネス英語Ⅰ ビジネス英語Ⅰ

ビジネス英語Ⅱ ビジネス英語Ⅱ

ドイツ語Ⅱ ドイツ語Ⅱ

スペイン語Ⅰ スペイン語Ⅰ

スペイン語Ⅱ スペイン語Ⅱ

中国語Ⅰ 中国語Ⅰ

中国語Ⅱ 中国語Ⅱ

韓国語Ⅰ 韓国語Ⅰ

資格英語Ⅲ 資格英語Ⅲ

資格英語Ⅳ 資格英語Ⅳ

Academic Writing in English Academic Writing in English

フランス語Ⅰ フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ フランス語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅰ

日本の思想と文化 日本の思想と文化

日本の宗教 日本の宗教

日本の地理

韓国語Ⅱ 韓国語Ⅱ

インドネシア語Ⅰ インドネシア語Ⅰ

インドネシア語Ⅱ インドネシア語Ⅱ

小計（43科目） 小計（43科目）
日
本
語
文
章
表
現
科
目

日本語文章表現 日
本
語
文
章
表
現
科
目

日本語文章表現

文章検演習 文章検演習

ビジネス日本語演習 ビジネス日本語演習

日本語演習・標準 日本語演習・標準

文章表現演習・標準 文章表現演習・標準

日本語演習・発展 日本語演習・発展

文章表現演習・発展 文章表現演習・発展

小計（7科目） 小計（7科目）
自
己
理
解
系
科
目

日本の歴史Ⅰ 自
己
理
解
系
科
目

日本の歴史Ⅰ

日本の歴史Ⅱ 日本の歴史Ⅱ

日本の歴史Ⅲ 日本の歴史Ⅲ

広島の歴史と文化 広島の歴史と文化

日本の地理

日本の法律 日本の法律

日本の政治 日本の政治
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1

- 0 22 0 9 - 0 24 0 10

1前 2 2 1前 2 1

1後 2 2 1後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

1休 2 1 1休 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1休 2 1

1後 2 1

- 0 18 0 8 - 0 20 0 8

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 3 1後 2 3

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1休 2 1 1休 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1
1前・後 1 3 1前・後 1 4

- 0 37 0 17 - 0 37 0 19

- 8 124 2 - 8 128 2
1前・後 2 4 2 2 1 1前・後 2 4 3 1 2
1前・後 2 4 2 2 1 1前・後 2 4 3 1 2

2後 2 4 2 2 2後 2 4 3 1

3通 4 4 2 2 3通 4 4 3 1

4通 6 4 2 2 4通 6 4 3 1

- 16 0 0 4 2 2 1 - 16 0 0 4 3 1 2

- 16 0 0 - 16 0 0

1前 4 1 1前 4 1

1後 4 1 1後 4 1

1前 4 1 1前 4 1

1後 4 1 1後 4 1

- 0 16 0 1 - 0 16 0 1

2前 4 3 2前 4 2

2後 4 3 2後 4 2

- 0 8 0 3 - 0 8 0 2

1後 4 1 1後 4 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

- 0 8 0 1 - 0 8 0 1

2前 4 1 2前 4 1

2後 4 1 2後 4 1

- 0 8 0 1 - 0 8 0 1

2前 2 2 2前 2 2

- 0 2 0 2 - 0 2 0 2

2 1又は2 2 1又は2

- 0 1又は2 0 - 0 1又は2 0

- 0 43又は
44 0 - 0 43又は

44 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

- 0 4 0 2 - 0 4 0 1

1前 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1前・後 2 1

- 0 4 0 2 - 0 4 0 1

共
通
科
目

(

全
学
部
学
科
共
通

）

自
己
理
解
系

科
目

日本国憲法Ⅰ 共
通
科
目

(

全
学
部
学
科
共
通

）

自
己
理
解
系

科
目

日本国憲法Ⅰ

日本国憲法Ⅱ 日本国憲法Ⅱ

日本外交史

小計（11科目） 小計（12科目）
他
者
理
解
系
科
目

世界の歴史Ⅰ 他
者
理
解
系
科
目

世界の歴史Ⅰ

世界の歴史Ⅱ 世界の歴史Ⅱ

世界の思想と現代社会Ⅰ 世界の思想と現代社会Ⅰ

世界の思想と現代社会Ⅱ 世界の思想と現代社会Ⅱ

世界の思想と現代社会Ⅲ 世界の思想と現代社会Ⅲ

世界の宗教 世界の宗教

世界の地理Ⅰ 世界の地理Ⅰ

世界の地理Ⅱ 世界の地理Ⅱ

世界の憲法 世界の憲法

国際関係史

小計（9科目） 小計（10科目）
基
礎
教
養
科
目

社会心理学 基
礎
教
養
科
目

社会心理学

生命倫理 生命倫理

日本文学Ａ 日本文学Ａ

日本文学Ｂ 日本文学Ｂ

外国文学Ａ 外国文学Ａ

現代社会と人権 現代社会と人権

自然科学Ａ 自然科学Ａ

自然科学Ｂ 自然科学Ｂ

自然科学Ｃ 自然科学Ｃ

スポーツ科学 スポーツ科学

健康科学 健康科学

メンタルヘルス論 メンタルヘルス論

環境法 環境法

テクノロジーと社会・経済 テクノロジーと社会・経済

情報とネットワーク社会 情報とネットワーク社会

数学Ａ 数学Ａ

数学Ｂ 数学Ｂ

数学Ｃ 数学Ｃ

資産運用実務Ⅰ

資産運用実務Ⅱ

スポーツ実習 スポーツ実習

小計（19科目） 小計（19科目）

共通科目計 共通科目計

（
全

学

部

学

科

共

通

）

ゼ
ミ
科
目

大学入門ゼミ
（
全

学

部

学

科

共

通

）

ゼ
ミ
科
目

大学入門ゼミ

興動人入門ゼミ 興動人入門ゼミ

プレゼミ プレゼミ

演習Ⅰ 演習Ⅰ

演習Ⅱ 演習Ⅱ

小計（5科目） 小計（5科目）

資産運用実務Ⅱ

小計（2科目） 小計（2科目）
③

宅

地

建

物

取

引

士

関

係

科

目

不動産実務法務Ⅰ ③

宅

地

建

物

取

引

士

関

係

科

目

不動産実務法務Ⅰ

不動産実務法務Ⅱ 不動産実務法務Ⅱ

不動産実務法務Ⅲ 不動産実務法務Ⅲ

小計（3科目） 小計（3科目）

ゼミ科目計 ゼミ科目計
能
力
開
発
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

①
税
理
士
関
係
科

目 簿記論Ⅰ 能
力
開
発
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

①
税
理
士
関
係
科

目 簿記論Ⅰ

簿記論Ⅱ 簿記論Ⅱ

財務諸表論Ⅰ 財務諸表論Ⅰ

財務諸表論Ⅱ 財務諸表論Ⅱ

小計（4科目） 小計（4科目）
②

フ

ァ

イ

ナ

ン

シ

ャ

ル

プ

ラ

ン

ナ

ー

(

Ａ

Ｆ

Ｃ

)

関

係

科

目

資産運用実務Ⅰ
②

フ

ァ

イ

ナ

ン

シ

ャ

ル

プ

ラ

ン

ナ

ー

(

Ａ

Ｆ

Ｃ

)

関

係

科

目

小計（2科目）
②

就

職

対

策

試

験

関

係

科

目

社会人基礎学力基礎
②

就

職

対

策

試

験

関

係

科

目

社会人基礎学力基礎

④

I

T

パ

ス

ポ

ー

ト

関

係

科

目

ＩＴ戦略とマネージメント
④

I

T

パ

ス

ポ

ー

ト

関

係

科

目

ＩＴ戦略とマネージメント

情報化技術 情報化技術

小計（2科目） 小計（2科目）
⑤

野

村

證

券

(

株

)

提

供

関

係

科

目

資本市場の役割と証券投資
⑤

野

村

證

券

(

株

)

提

供

関

係

科

目

資本市場の役割と証券投資

小計（1科目） 小計（1科目）

社会人基礎学力応用 社会人基礎学力応用

小計（2科目） 小計（2科目）

キ

ャ

リ

ア

科

目

（
全

学

部

学

科

共

通

）

⑥

中

小

企

業

大

学

校

研

修

プ

ロ

グ

ラ

ム

中小企業大学校研修プログラム

※受講する科目数によって単位を決定

⑥

中

小

企

業

大

学

校

研

修

プ

ロ

グ

ラ

ム

中小企業大学校研修プログラム

※受講する科目数によって単位を決定

小計（1科目） 小計（1科目）

能力開発科目計 能力開発科目計
①

キ

ャ

リ

ア

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

関

係

科

目

キャリアスキルズⅠ
①

キ

ャ

リ

ア

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

関

係

科

目

キャリアスキルズⅠ

キャリアスキルズⅡ キャリアスキルズⅡ

小計（2科目）

キ

ャ

リ

ア

科

目

（
全

学

部

学

科

共

通

）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3休 2 5

- 0 4 0 1 - 0 4 0 6

1前 2 3 1前 2 3

- 0 2 0 3 - 0 2 0 3

2前 2 1 9 2前 2 0 10

3通 4 3 3通 4 3

- 0 6 0 1 12 - 0 6 0 0 13

2 2 2 2

- 0 2 0 - 0 2 0

- 0 22 0 - 0 22 0

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 1

1休 2 　 2 1休 2 　 2
1前・後 2 2 1前・後 2 2
1前・後 2 1 1前・後 2 1

- 0 10 0 9 - 0 10 0 8

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1後 2 1

1休 2 1 1休 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 2 1後 2 0 3

- 0 20 0 1 11 - 0 20 0 0 12

1前 2 3 1休 2 3

1後 2 　 1 1後 2 　 1

1前 2 1 1前 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1

1前 2 　 1 1前 2 　 1

1後 2 　 1 1後 2 　 1

1休 2 1 1休 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- 0 16 0 6 - 0 16 0 6

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 　 1 1後 2 　 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1前 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- 0 14 0 8 - 0 14 0 8

- 0 60 0 - 0 60 0
1前・後 2 2 1前・後 2 2
1前・後 2 2 1前・後 2 2

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 1 1 2後 1 1

- 0 16 0 5 - 0 16 0 5

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 　 1 1前 2 　 1

1後 2 　 1 1後 2 　 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

③

教

員

採

用

試

験

関

係

科

目

教職教養
③

教

員

採

用

試

験

関

係

科

目

教職教養

思考力開発 思考力開発

小計（2科目） 小計（2科目）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

キ

ャ
リ
ア
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

科目
区分

キ

ャ
リ
ア
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

④

女

子

学

生

支

援

関

係

科

目

女子学生のためのキャリア形成入門
④

女

子

学

生

支

援

関

係

科

目

女子学生のためのキャリア形成入門

小計（1科目） 小計（1科目）
⑤

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

インターンシップⅠ（国内）
⑤

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

インターンシップⅠ（国内）

インターンシップⅡ（海外） インターンシップⅡ（海外）(未開講）

小計（2科目） 小計（2科目）
⑥

学

校

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

学校インターンシップ
⑥

学

校

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

学校インターンシップ

小計（1科目） 小計（1科目）

キャリア科目計 キャリア科目計
興
動
館
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

元
気
力

わが人生の転機Ⅰ（教職員編） 興
動
館
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

元
気
力

わが人生の転機Ⅰ（教職員編）

わが人生の転機Ⅱ（同窓生編） わが人生の転機Ⅱ（同窓生編）

「笑い」のパワー・生きる力 「笑い」のパワー・生きる力

禅（ＺＥＮ）で元気なこころとからだをつくろう 禅（ＺＥＮ）で元気なこころとからだをつくろう

ライフプラン（人生設計）でやる気づくり ライフプラン（人生設計）でやる気づくり

小計（5科目） 小計（5科目）
企
画
力

瀬戸内海地域の魅力を発信しよう 企
画
力

瀬戸内海地域の魅力を発信しよう

企画力養成講座 企画力養成講座

経営実践 経営実践

みんなで教材を創ろう みんなで教材を創ろう

プロスポーツによる広島活性化講座 プロスポーツによる広島活性化講座

「私たちの広島」ＰＲ実践 「私たちの広島」ＰＲ実践

文芸創作実践 文芸創作実践

コピーライティング実践講座 コピーライティング実践講座

興動館プロジェクトと企画力 興動館プロジェクトと企画力

人の行動を経済学で読み解く 人の行動を経済学で読み解く

小計（10科目） 小計（10科目）
行
動
力

ビジネス・シミュレーション・ゲーム 行
動
力

ビジネス・シミュレーション・ゲーム

身近なボランティア活動 身近なボランティア活動

ＮＰＯ・ＮＧＯの立ち上げと活動 ＮＰＯ・ＮＧＯの立ち上げと活動

戦略ＭＧ（マネジメントゲーム） 戦略ＭＧ（マネジメントゲーム）

興動館プロジェクトの計画と実施 興動館プロジェクトの計画と実施

興動館プロジェクトの評価と改善 興動館プロジェクトの評価と改善

森の社会貢献実践 森の社会貢献実践

興動館プロジェクトの経営戦略 興動館プロジェクトの経営戦略

小計（8科目）

日本語（基礎Ｆ） 日本語（基礎Ｆ）

小計（8科目）
共
生
力

広い世界に飛び出そう 共
生
力

広い世界に飛び出そう

ゲームを通じてグローバル社会を理解しよう ゲームを通じてグローバル社会を理解しよう

スポーツで学ぶ共生力 スポーツで学ぶ共生力

コミュニケーション実践 コミュニケーション実践

広島とハワイで学ぼう！めざせ国際人 広島とハワイで学ぼう！めざせ国際人

興動館プロジェクトとコミュニケーション 興動館プロジェクトとコミュニケーション

ユニバーサルデザイン実践 ユニバーサルデザイン実践

小計（7科目） 小計（7科目）

日本語（発展Ａ） 日本語（発展Ａ）

日本語（発展Ｂ） 日本語（発展Ｂ）

日本語（発展Ｃ） 日本語（発展Ｃ）

ビジネス日本語Ａ ビジネス日本語Ａ

ビジネス日本語Ｂ ビジネス日本語Ｂ

ビジネス日本語Ｃ ビジネス日本語Ｃ

興動館科目計 興動館科目計
留
学
生
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

正
規
留
学
生
の
日
本
語
関
係
科
目

日本語Ａ 留
学
生
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

正
規
留
学
生
の
日
本
語
関
係
科
目

日本語Ａ

日本語Ｂ 日本語Ｂ

日本語（基礎Ａ） 日本語（基礎Ａ）

日本語（基礎Ｂ） 日本語（基礎Ｂ）

日本語（基礎Ｃ） 日本語（基礎Ｃ）

日本語（基礎Ｄ） 日本語（基礎Ｄ）

日本語（基礎Ｅ） 日本語（基礎Ｅ）

小計（14科目） 小計（14科目）
Practical Management Theory for International StudentsⅠ Practical Management Theory for International StudentsⅠ

Practical Management Theory for International StudentsⅡ Practical Management Theory for International StudentsⅡ

Independent StudyⅠ Independent StudyⅠ

Independent StudyⅡ Independent StudyⅡ

Independent StudyⅢ Independent StudyⅢ

Independent StudyⅣ Independent StudyⅣ

Japanese Law and SocietyⅠ Japanese Law and SocietyⅠ

Japanese Law and SocietyⅡ Japanese Law and SocietyⅡ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

留

学

生

科

目

（
全

学

部

学

科

共

通

）

交
換
留
学
生
科
目

留

学

生

科

目

（
全

学

部

学

科

共

通

）

交
換
留
学
生
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 1 1前・後 2 1
1前・後 2 1

1前・後 2 1 1前・後 2 1
1前・後 2 2 1前・後 2 2
1前・後 2 1 1前・後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1

- 0 30 0 7 - 0 32 0 1 7

- 0 46 0 - 0 48 0

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1前 2 2 1前・後 2 2

1後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2休 1 1 2休 1 1

2前 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1
3後・4通 1 5 3後・4通 1 5

4前 2 5 4前 2 5

4後 2 1 4後 2 1

- 0 0 28 10 - 0 0 28 11

- 0 0 28 - 0 0 28

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1 0

1前 2 1 1 1前 2 2 0

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 2 1前 2 1 0 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- 8 8 0 2 2 2 1 - 8 8 0 2 2 1 2

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1
2前・後 2 1 2前・後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 　 2 2前 2 　 2

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2 2 2前 2 3 3 1

- 4 38 0 4 2 2 10 - 4 38 0 4 3 1 10

2前 2 1 2前 2 1

3後 2 1 3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1 0

3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1 0

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

Issues in Contemporary Japan Issues in Contemporary Japan

Japan and the Environment Japan and the Environment

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
科
目

（
経
済
学
関
係
分
野
科
目

）

入
門
科
目

経済入門 ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
科
目

（
経
済
学
関
係
分
野
科
目

）

入
門
科
目

経済入門

経営入門 経営入門

留学生科目計 留学生科目計
教
職
関
連
科
目

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

の

う

ち

、

各

教

科

の

指

導

法 情報科教育法Ⅰ 教
職
関
連
科
目

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

の

う

ち

、

各

教

科

の

指

導

法 情報科教育法Ⅰ

情報科教育法Ⅱ 情報科教育法Ⅱ

教
育
の
基
礎
的
理
解

に
関
す
る
科
目

教職入門 教
育
の
基
礎
的
理
解

に
関
す
る
科
目

教職入門

教育原理 教育原理

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

教育実習Ⅰ 教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅲ 教育実習Ⅲ

教職実践演習（中・高） 教職実践演習（中・高）

教職関連科目計 教職関連科目計

教育心理学Ⅰ 教育心理学Ⅰ

教育心理学Ⅱ 教育心理学Ⅱ

特別支援教育概論 特別支援教育概論

教育制度論 教育制度論
道

徳

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導

、

教

育

相

談

に

関

す

る

科

目

特別活動・総合的な学習の時間の指導法
道

徳

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導

、

教

育

相

談

に

関

す

る

科

目

特別活動・総合的な学習の時間の指導法

教育方法学 教育方法学（教育課程論を含む）

生徒・進路指導論 生徒・進路指導論

教育相談 教育相談

小計（15科目） 小計（15科目）

情報活用演習Ｃ 情報活用演習Ｃ

Ｗｅｂ演習 Ｗｅｂ演習

ビジネス情報入門ゼミ ビジネス情報入門ゼミ

情報処理論Ｂ

ビジネス情報入門 ビジネス情報入門

コンピュータ入門 コンピュータ入門

情報処理基礎 情報処理基礎

情報入門演習Ｓ 情報入門演習Ｓ

情報入門演習Ａ 情報入門演習Ａ

情報入門演習Ｂ 情報入門演習Ｂ

小計（8科目） 小計（8科目）

マクロ経済学基礎Ⅰ

インターネット・マーケティング論 インターネット・マーケティング論

情報処理論Ａ

情報処理論Ｂ

ミクロ経済学基礎Ⅰ

マクロ経済学基礎Ⅰ

基
礎
科
目

ビジネス概論 基
礎
科
目

ビジネス概論

情報技術論 情報技術論

ビジネスと戦略 ビジネスと戦略

経営管理論基礎 経営管理論基礎

経営情報論 経営情報論

マーケティング論基礎 マーケティング論基礎

ビジネス統計学 ビジネス統計学

会計学基礎 会計学基礎

ミクロ経済学基礎Ⅰ

小計（21科目） 小計（21科目）

コンピュータ基礎Ⅰ コンピュータ基礎Ⅰ

コンピュータ基礎Ⅱ

情報ネットワーク論 情報ネットワーク論

コンピュータ基礎Ⅱ

情報処理論Ａ

情報活用演習Ａ 情報活用演習Ａ

情報活用演習Ｂ 情報活用演習Ｂ

ＩＴ応用事例研究 ＩＴ応用事例研究

プロジェクトマネジメント プロジェクトマネジメント

リスクマネジメント リスクマネジメント

ビ

ジ

ネ

ス

情

報

学

科

科

目

（
経

済

学

関

係

分

野

科

目

）

発
展
・
応
用
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
科
目

オペレーションズ・リサーチ オペレーションズ・リサーチ

ビジネスデータ分析 ビジネスデータ分析

AIとビジネス AIとビジネス

電子金融取引Ⅰ 電子金融取引Ⅰ

電子金融取引Ⅱ 電子金融取引Ⅱ

顧客関係管理と知的情報ベース 顧客関係管理と知的情報ベース

ビ

ジ

ネ

ス

情

報

学

科

科

目

（
経

済

学

関

係

分

野

科

目

）

発
展
・
応
用
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
科
目

留
学
生
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

交
換
留
学
生
科
目

データサイエンスとビジネス

デジタルビジネス論

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

交
換
留
学
生
科
目

留
学
生
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

科目
区分

Study on International Issues and Challenges Study on International Issues and Challenges

Japanese Religion and Culture Japanese Religion and Culture

小計（15科目） 小計（16科目）

International Trade International Trade

International Economics

Environment and Business Environment and Business

Theory and Practice of Budo Theory and Practice of Budo
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

3前 2 1 3前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後 4 1 1後 4 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3休 2 1 3休 2 1

3前 2 1 3前 2 1

- 0 56 0 3 2 2 7 - 0 60 0 4 3 1 7

- 12 102 0 - 12 106 0

- 36 397又
は398 30 4 2 　 2 　 127 - 36 407又

は408 30 4 3 　 1 　 131

情報社会と情報倫理

情報と職業 情報と職業

ビ
ジ
ネ
ス
科
目

生産管理論 生産管理論

流通システム論Ⅰ 流通システム論Ⅰ

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
科
目

（
経
済
学
関
係
分
野
科
目

）

発
展
・
応
用
科
目

ビ

ジ

ネ

ス

情

報

演

習

科

目

情報処理演習Ａ ビ

ジ

ネ

ス

情

報

演

習

科

目

情報処理演習Ａ

モバイルアプリ演習 モバイルアプリ演習

情報処理演習Ｃ 情報処理演習Ｃ

画像処理演習 画像処理演習

情報システム演習 情報システム演習

マルチメディア演習 マルチメディア演習

データマイニング演習 データマイニング演習

小計（27科目） 小計（29科目）

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
科
目

（
経
済
学
関
係
分
野
科
目

）

発
展
・
応
用
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
科
目

流通システム論Ⅱ 流通システム論Ⅱ

中級簿記演習 中級簿記演習

情
報
科
目

ビジネス情報学科科目
（経済学関係分野科目）計

ビジネス情報学科科目
（経済学関係分野科目）計

合計（247科目） 合計（252科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

【卒業要件】
以下の科目区分に定める単位数を満たし、１２４単位以上（必修科目３６単位及び選
択科目８８単位以上〔選択必修科目１４単位以上、選択科目７４単位以上〕）を修得す
ること。
（科目区分）
①共通科目
1）必修科目８単位
2）選択必修科目１４単位以上
3）選択科目８単位以上
②ゼミ科目
1）必修科目１６単位
③自由選択科目※自由に選択できる卒業要件単位に含まれる科目
（能力開発科目、キャリア科目、興動館科目、留学生科目及び、他学部学科科目、単
位互換科目、語学留学振替単位、共通科目・学科科目で必要単位数を超えて修得し
た単位数）
1）選択科目２４単位以上
④ビジネス情報学科科目（経済学関係分野科目）
1）必修科目１２単位
2）選択科目４２単位以上
【履修方法】
履修科目の登録の上限：１年次４０単位、２年次以上４８単位（年間）ただし、卒業年
次生に限り、後期に履修制限単位数の他に、８単位までの追加履修登録を認める。
※自由科目（卒業要件に参入しない科目）は履修制限単位数には含まない。

【卒業要件】
以下の科目区分に定める単位数を満たし、１２４単位以上（必修科目３６単位及び選
択科目８８単位以上〔選択必修科目１４単位以上、選択科目７４単位以上〕）を修得す
ること。
（科目区分）
①共通科目
1）必修科目８単位
2）選択必修科目１４単位以上
3）選択科目８単位以上
②ゼミ科目
1）必修科目１６単位
③自由選択科目※自由に選択できる卒業要件単位に含まれる科目
（能力開発科目、キャリア科目、興動館科目、留学生科目及び、他学部学科科目、単
位互換科目、語学留学振替単位、共通科目・学科科目で必要単位数を超えて修得し
た単位数）
1）選択科目２４単位以上
④ビジネス情報学科科目（経済学関係分野科目）
1）必修科目１２単位
2）選択科目４２単位以上
【履修方法】
履修科目の登録の上限：１年次４０単位、２年次以上４８単位（年間）ただし、卒業年次
生に限り、後期に履修制限単位数の他に、８単位までの追加履修登録を認める。※
自由科目（卒業要件に参入しない科目）は履修制限単位数には含まない。

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

情報システム論Ⅰ 情
報
科
目

情報システム論Ⅰ

情報システム論Ⅱ 情報システム論Ⅱ

データベース論 データベース論

マルチメディア論 マルチメディア論

データマイニング論 データマイニング論

情報社会と情報倫理
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【令和元年度】 【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 6 1前 1 7

1後 1 6 1後 1 7

1前 1 　 　 　 　 11 1前 1 　 　 　 　 12

1後 1 11 1後 1 12

1通 1 2 1通 1 2

2通 1 1 2通 1 1

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2休 1 1 2休 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 　 1 1前 1 　 1

1後 1 1 1後 1 1

- 6 37 0 28 - 6 37 0 28
1前・後 2 5 1前・後 2 5
4前・後 2 2 4前・後 2 2
1前・後 2 3 1前・後 2 3
1前・後 2 1 1前・後 2 1
1前・後 2 3 1前・後 2 3

2前 2 1 2前 2 1
2前・後 2 1 2前・後 2 1

- 2 10 2 7 - 2 10 2 7

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

- 0 24 0 10 - 0 24 0 10

自
己
理
解
系
科
目

日本の歴史Ⅰ

日本の歴史Ⅱ

日本の歴史Ⅲ

広島の歴史と文化

日本の思想と文化

日本の宗教

日本の地理

日本の法律

日本の政治

日本国憲法Ⅰ

日本国憲法Ⅱ

日本外交史

小計（12科目）

Academic Writing in English

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

スペイン語Ⅰ

スペイン語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

韓国語Ⅰ

韓国語Ⅱ

インドネシア語Ⅰ

インドネシア語Ⅱ

小計（43科目）
日
本
語
文
章
表
現
科
目

日本語文章表現

文章検演習

ビジネス日本語演習

日本語演習・標準

文章表現演習・標準

日本語演習・発展

文章表現演習・発展

小計（7科目）

英語表現・基礎徹底Ⅱ

英語表現・標準Ⅰ

英語表現・標準Ⅱ

英語表現・発展Ⅰ

英語表現・発展Ⅱ

海外研修英語Ⅰ

海外研修英語Ⅱ

ビジネス英語Ⅰ

ビジネス英語Ⅱ

基礎英会話Ⅰ

基礎英会話Ⅱ

発展英会話Ⅰ

発展英会話Ⅱ

資格英語Ⅰ

資格英語Ⅱ

資格英語Ⅲ

資格英語Ⅳ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

共
通
科
目

(

全
学
部
学
科
共
通

）

外
国
語
科
目

基
礎
科
目

必修英語ＡⅠ

必修英語ＡⅡ

必修英語ＢⅠ

必修英語ＢⅡ

必修英語ＣⅠ

必修英語ＣⅡ

英語理解・基礎徹底Ⅰ

英語理解・基礎徹底Ⅱ

英語理解・標準Ⅰ

英語理解・標準Ⅱ

英語理解・発展Ⅰ

英語理解・発展Ⅱ

英語表現・基礎徹底Ⅰ

英語表現・基礎徹底Ⅱ

英語表現・標準Ⅰ

英語表現・標準Ⅱ

英語表現・発展Ⅰ

英語表現・発展Ⅱ

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

共
通
科
目

(

全
学
部
学
科
共
通

）

外
国
語
科
目

基
礎
科
目

必修英語ＡⅠ

必修英語ＡⅡ

必修英語ＢⅠ

必修英語ＢⅡ

必修英語ＣⅠ

必修英語ＣⅡ

英語理解・基礎徹底Ⅰ

英語理解・基礎徹底Ⅱ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

英語理解・標準Ⅰ

英語理解・標準Ⅱ

英語理解・発展Ⅰ

英語理解・発展Ⅱ

英語表現・基礎徹底Ⅰ

Academic Writing in English

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

スペイン語Ⅰ

発展英会話Ⅰ

発展英会話Ⅱ

資格英語Ⅰ

資格英語Ⅱ

資格英語Ⅲ

資格英語Ⅳ

海外研修英語Ⅰ

海外研修英語Ⅱ

ビジネス英語Ⅰ

ビジネス英語Ⅱ

基礎英会話Ⅰ

基礎英会話Ⅱ

小計（43科目）
日
本
語
文
章
表
現
科
目

日本語文章表現

文章検演習

ビジネス日本語演習

日本語演習・標準

文章表現演習・標準

日本語演習・発展

文章表現演習・発展

小計（7科目）

スペイン語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

韓国語Ⅰ

韓国語Ⅱ

インドネシア語Ⅰ

インドネシア語Ⅱ

日本国憲法Ⅰ

日本国憲法Ⅱ

日本外交史

小計（12科目）

自
己
理
解
系
科
目

日本の歴史Ⅰ

日本の歴史Ⅱ

日本の歴史Ⅲ

広島の歴史と文化

日本の思想と文化

日本の宗教

日本の地理

日本の法律

日本の政治
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

1休 2 1 1休 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- 0 20 0 8 - 0 20 0 8

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 3 1後 2 3

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1休 2 1 1休 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1
1前・後 1 3 1前・後 1 3

- 0 37 0 17 - 0 37 0 17

- 8 128 2 - 8 128 2
1前・後 2 4 2 2 2 1前・後 2 4 2 2 2
1前・後 2 4 2 2 2 1前・後 2 4 2 2 2

2後 2 4 2 2 2後 2 4 2 2

3通 4 4 2 2 3通 4 4 2 2

4通 6 4 2 2 4通 6 4 2 2

- 16 0 0 4 2 2 2 - 16 0 0 4 2 2 2

- 16 0 0 - 16 0 0

1前 4 1 1前 4 1

1後 4 1 1後 4 1

1前 4 1 1前 4 1

1後 4 1 1後 4 1

- 0 16 0 1 - 0 16 0 1

2前 4 3 2前 4 2

2後 4 3 2後 4 2

- 0 8 0 3 - 0 8 0 2

1休 4 1 1後 4 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

- 0 8 0 1 - 0 8 0 1

2前 4 1 2前 4 1

2後 4 1 2後 4 1

- 0 8 0 1 - 0 8 0 1

2前 2 2 2後 2 2

- 0 2 0 2 - 0 2 0 2

2 1又は2 2 1又は2

- 0 1又は2 0 - 0 1又は2 0

- 0 43又は
44 0 - 0 43又は

44 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

- 0 4 0 2 - 0 4 0 1

1前 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1前・後 2 1

- 0 4 0 2 - 0 4 0 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 5

- 0 4 0 1 - 0 4 0 6

④

I

T

パ

ス

ポ

ー

ト

関

係

科

目

ＩＴ戦略とマネージメント

情報化技術

小計（2科目）
⑤

野

村

證

券

(

株

)

提

供

関

係

科

目

資本市場の役割と証券投資

小計（1科目）
⑥

中

小

企

業

大

学

校

研

修

プ

ロ

グ

ラ

ム

中小企業大学校研修プログラム

※受講する科目数によって単位を決定

小計（1科目）

能力開発科目計
キ

ャ
リ

ア

科

目

（
全

学

部

学

科

共

通

）

①

キ

ャ

リ

ア

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

関

係

科

目

キャリアスキルズⅠ

キャリアスキルズⅡ

小計（2科目）
②

就

職

対

策

試

験

関

係

科

目

社会人基礎学力基礎

社会人基礎学力応用

小計（2科目）
③

教

員

採

用

試

験

関

係

科

目

教職教養

思考力開発

小計（2科目）

自然科学Ｃ

スポーツ科学

健康科学

メンタルヘルス論

スポーツ実習

小計（19科目）

共通科目計

（
全

学

部

学

科

共

通

）

ゼ
ミ
科
目

大学入門ゼミ

興動人入門ゼミ

プレゼミ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

小計（5科目）

ゼミ科目計
能
力
開
発
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

①
税
理
士
関
係
科

目 簿記論Ⅰ

簿記論Ⅱ

財務諸表論Ⅰ

財務諸表論Ⅱ

小計（4科目）
②

フ

ァ

イ

ナ

ン

シ

ャ

ル

プ

ラ

ン

ナ

ー

(

Ａ

Ｆ

Ｃ

)

関

係

科

目

資産運用実務Ⅰ

資産運用実務Ⅱ

小計（2科目）
③

宅

地

建

物

取

引

士

関

係

科

目

不動産実務法務Ⅰ

不動産実務法務Ⅱ

不動産実務法務Ⅲ

小計（3科目）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

共
通
科
目

(

全
学
部
学
科
共
通

）

他
者
理
解
系
科
目

世界の歴史Ⅰ

世界の歴史Ⅱ

世界の思想と現代社会Ⅰ

世界の思想と現代社会Ⅱ

世界の思想と現代社会Ⅲ

世界の宗教

世界の地理Ⅰ

世界の地理Ⅱ

世界の憲法

国際関係史

小計（10科目）
基
礎
教
養
科
目

社会心理学

生命倫理

日本文学Ａ

日本文学Ｂ

外国文学Ａ

現代社会と人権

環境法

テクノロジーと社会・経済

情報とネットワーク社会

数学Ａ

数学Ｂ

数学Ｃ

自然科学Ａ

自然科学Ｂ

科目
区分

授業科目の名称

小計（3科目）
④

I

T

パ

ス

ポ

ー

ト

関

係

科

目

ＩＴ戦略とマネージメント

情報化技術

小計（2科目）
⑤

野

村

證

券

(

株

)

提

供

関

係

科

目

資本市場の役割と証券投資

小計（1科目）
⑥

中

小

企

業

大

学

校

研

修

プ

ロ

グ

ラ

ム

中小企業大学校研修プログラム

※受講する科目数によって単位を決定

小計（1科目）

他
者
理
解
系
科
目

世界の歴史Ⅰ

世界の歴史Ⅱ

世界の思想と現代社会Ⅰ

世界の思想と現代社会Ⅱ

世界の思想と現代社会Ⅲ

自然科学Ｃ

スポーツ科学

健康科学

メンタルヘルス論

スポーツ実習

小計（19科目）

共通科目計

環境法

テクノロジーと社会・経済

情報とネットワーク社会

数学Ａ

数学Ｂ

数学Ｃ

自然科学Ａ

自然科学Ｂ

世界の宗教

世界の地理Ⅰ

世界の地理Ⅱ

世界の憲法

国際関係史

小計（10科目）
基
礎
教
養
科
目

社会心理学

生命倫理

日本文学Ａ

日本文学Ｂ

外国文学Ａ

現代社会と人権

ゼミ科目計
能
力
開
発
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

①
税
理
士
関
係
科

目 簿記論Ⅰ

簿記論Ⅱ

財務諸表論Ⅰ

財務諸表論Ⅱ

小計（4科目）
②

フ

ァ

イ

ナ

ン

シ

ャ

ル

プ

ラ

ン

ナ

ー

(

Ａ

Ｆ

Ｃ

)
関

係

科

目

資産運用実務Ⅰ

資産運用実務Ⅱ

小計（2科目）
③

宅

地

建

物

取

引

士

関

係

科

目

不動産実務法務Ⅰ

不動産実務法務Ⅱ

不動産実務法務Ⅲ

（
全

学

部

学

科

共

通

）

ゼ
ミ
科
目

大学入門ゼミ

興動人入門ゼミ

プレゼミ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

小計（5科目）

能力開発科目計
①

キ

ャ

リ

ア

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

関

係

科

目

キャリアスキルズⅠ

キャリアスキルズⅡ

小計（2科目）
②

就

職

対

策

試

験

関

係

科

目

社会人基礎学力基礎

社会人基礎学力応用

小計（2科目）
③

教

員

採

用

試

験

関

係

科

目

教職教養

思考力開発

小計（2科目）

共
通
科
目

(

全
学
部
学
科
共
通

）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

キ

ャ
リ

ア

科

目

（
全

学

部

学

科

共

通

）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 3 1後 2 3

- 0 2 0 3 - 0 2 0 3

2前 2 1 9 2前 2 0 10

3通 4 3 3通 4 3

- 0 6 0 1 12 - 0 6 0 0 13

2 2 2 2

- 0 2 0 - 0 2 0

- 0 22 0 - 0 22 0

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 1

1休 2 　 2 1休 2 　 2
1前・後 2 2 1前・後 2 2
1前・後 2 1 1前・後 2 1

- 0 10 0 9 - 0 10 0 8

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1後 2 1

1休 2 1 1休 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 2 1後 2 0 3

- 0 20 0 1 11 - 0 20 0 0 12

1前 2 3 1前 2 3

1後 2 　 1 1後 2 　 1

1前 2 1 1前 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1

1前 2 　 1 1前 2 　 1

1後 2 　 1 1後 2 　 1

1休 2 1 1休 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- 0 16 0 6 - 0 16 0 6

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 　 1 1後 2 　 1

1前 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- 0 14 0 8 - 0 14 0 8

- 0 60 0 - 0 60 0
1前・後 2 2 1前・後 2 2
1前・後 2 2 1前・後 2 2

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 1 1 2後 1 1

- 0 16 0 5 - 0 16 0 5

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 　 1 1前 2 　 1

1後 2 　 1 1後 2 　 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1

交
換
留
学
生
科
目

Practical Management Theory for International StudentsⅠ

Practical Management Theory for International StudentsⅡ

Independent StudyⅠ

Independent StudyⅡ

Independent StudyⅢ

Independent StudyⅣ

Japanese Law and SocietyⅠ

Japanese Law and SocietyⅡ

International Trade

International Economics

Environment and Business

興動館科目計
留
学
生
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

正
規
留
学
生
の
日
本
語
関
係
科
目

日本語Ａ

日本語Ｂ

日本語（基礎Ａ）

日本語（基礎Ｂ）

日本語（基礎Ｃ）

日本語（基礎Ｄ）

日本語（基礎Ｅ）

日本語（基礎Ｆ）

日本語（発展Ａ）

日本語（発展Ｂ）

日本語（発展Ｃ）

ビジネス日本語Ａ

ビジネス日本語Ｂ

ビジネス日本語Ｃ

小計（14科目）

行
動
力

ビジネス・シミュレーション・ゲーム

身近なボランティア活動

ＮＰＯ・ＮＧＯの立ち上げと活動

戦略ＭＧ（マネジメントゲーム）

興動館プロジェクトの計画と実施

興動館プロジェクトの評価と改善

森の社会貢献実践

興動館プロジェクトの経営戦略

小計（8科目）
共
生
力

広い世界に飛び出そう

ゲームを通じてグローバル社会を理解しよう

スポーツで学ぶ共生力

コミュニケーション実践

広島とハワイで学ぼう！めざせ国際人

興動館プロジェクトとコミュニケーション

ユニバーサルデザイン実践

小計（7科目）

キャリア科目計
興
動
館
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

元
気
力

わが人生の転機Ⅰ（教職員編）

わが人生の転機Ⅱ（同窓生編）

「笑い」のパワー・生きる力

禅（ＺＥＮ）で元気なこころとからだをつくろう

ライフプラン（人生設計）でやる気づくり

小計（5科目）
企
画
力

瀬戸内海地域の魅力を発信しよう

企画力養成講座

経営実践

みんなで教材を創ろう

プロスポーツによる広島活性化講座

「私たちの広島」ＰＲ実践

文芸創作実践

コピーライティング実践講座

興動館プロジェクトと企画力

人の行動を経済学で読み解く

小計（10科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

キ

ャ

リ

ア

科

目

（
全

学

部

学

科

共

通

）

④

女

子

学

生

支

援

関

係

科

目

女子学生のためのキャリア形成入門

小計（1科目）
⑤

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

インターンシップⅠ（国内）(未開講）

インターンシップⅡ（海外）

小計（2科目）
⑥

学

校

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

学校インターンシップ

小計（1科目）

④

女

子

学

生

支

援

関

係

科

目

女子学生のためのキャリア形成入門

小計（1科目）
⑤

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

インターンシップⅠ（国内）

インターンシップⅡ（海外）

小計（2科目）
⑥

学

校

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

学校インターンシップ

小計（1科目）

キャリア科目計
興
動
館
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

元
気
力

わが人生の転機Ⅰ（教職員編）

わが人生の転機Ⅱ（同窓生編）

「笑い」のパワー・生きる力

禅（ＺＥＮ）で元気なこころとからだをつくろう

ライフプラン（人生設計）でやる気づくり

小計（5科目）
企
画
力

瀬戸内海地域の魅力を発信しよう

企画力養成講座

経営実践

森の社会貢献実践

興動館プロジェクトの経営戦略

小計（8科目）
共
生
力

広い世界に飛び出そう

ゲームを通じてグローバル社会を理解しよう

スポーツで学ぶ共生力

コミュニケーション実践

広島とハワイで学ぼう！めざせ国際人

興動館プロジェクトとコミュニケーション

ユニバーサルデザイン実践

小計（7科目）

みんなで教材を創ろう

プロスポーツによる広島活性化講座

「私たちの広島」ＰＲ実践

文芸創作実践

コピーライティング実践講座

興動館プロジェクトと企画力

人の行動を経済学で読み解く

小計（10科目）
行
動
力

ビジネス・シミュレーション・ゲーム

身近なボランティア活動

ＮＰＯ・ＮＧＯの立ち上げと活動

戦略ＭＧ（マネジメントゲーム）

興動館プロジェクトの計画と実施

興動館プロジェクトの評価と改善

興動館科目計
留
学
生
科
目

（
全
学
部
学
科
共
通

）

正
規
留
学
生
の
日
本
語
関
係
科
目

日本語Ａ

日本語Ｂ

日本語（基礎Ａ）

日本語（基礎Ｂ）

日本語（基礎Ｃ）

日本語（基礎Ｄ）

日本語（基礎Ｅ）

日本語（基礎Ｆ）

日本語（発展Ａ）

日本語（発展Ｂ）

日本語（発展Ｃ）

ビジネス日本語Ａ

ビジネス日本語Ｂ

ビジネス日本語Ｃ

小計（14科目）
Practical Management Theory for International StudentsⅠ

Practical Management Theory for International StudentsⅡ

Independent StudyⅠ

Independent StudyⅡ

Independent StudyⅢ

Independent StudyⅣ

Japanese Law and SocietyⅠ

Japanese Law and SocietyⅡ

International Trade

International Economics

Environment and Business

キ

ャ

リ

ア

科

目

（
全

学

部

学

科

共

通

）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

交
換
留
学
生
科
目

14



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 2 1前・後 2 2
1前・後 2 1 1前・後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1
1前・後 2 1 1前・後 2 1

- 0 32 0 1 7 - 0 32 0 1 7

- 0 48 0 - 0 48 0

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1前 2 1 1前・後 2 2

1後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2休 1 1 2休 1 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1
3後・4通 1 4 3後・4通 1 5

4前 2 4 4前 2 5

4後 2 1 4後 2 1

- 0 0 28 11 - 0 0 28 11

- 0 0 28 - 0 0 28

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 2 1前・後 2 1 0 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- 8 8 0 2 2 2 1 - 8 8 0 2 1 2 2

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1
2前・後 2 1 2前・後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 　 2 2前 2 　 2

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2 2 2前 2 1 2 2

- 4 38 0 4 2 2 10 - 4 38 0 4 2 2 10

教職関連科目計
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
科
目

（
経
済
学
関
係
分
野
科
目

）

入
門
科
目

経済入門

経営入門

ビジネス情報入門

コンピュータ入門

情報処理基礎

情報入門演習Ｓ

情報入門演習Ａ

情報入門演習Ｂ

小計（8科目）
基
礎
科
目

ビジネス概論

情報技術論

ビジネスと戦略

Ｗｅｂ演習

ビジネス情報入門ゼミ

小計（21科目）

経営管理論基礎

経営情報論

マーケティング論基礎

ビジネス統計学

会計学基礎

ミクロ経済学基礎Ⅰ

マクロ経済学基礎Ⅰ

インターネット・マーケティング論

コンピュータ基礎Ⅰ

コンピュータ基礎Ⅱ

情報処理論Ａ

情報処理論Ｂ

情報ネットワーク論

情報活用演習Ａ

情報活用演習Ｂ

情報活用演習Ｃ

兼
任
・
兼
担

留

学

生

科

目

（
全

学

部

学

科

共

通

）

交
換
留
学
生
科
目

Theory and Practice of Budo

Issues in Contemporary Japan

Japan and the Environment

Study on International Issues and Challenges

Japanese Religion and Culture

小計（16科目）

留学生科目計
教
職
関
連
科
目

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

の

う

ち

、

各

教

科

の

指

導

法 情報科教育法Ⅰ

情報科教育法Ⅱ

教
育
の
基
礎
的
理
解

に
関
す
る
科
目

教職入門

教育原理

教育心理学Ⅰ

教育心理学Ⅱ

特別支援教育概論

教育制度論
道

徳

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導

、

教

育

相

談

に

関

す

る

科

目

特別活動・総合的な学習の時間の指導法

教育方法学（教育課程論を含む）

生徒・進路指導論

教育相談

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅲ

教職実践演習（中・高）

小計（15科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

経営入門

ビジネス情報入門

コンピュータ入門

情報処理基礎

情報入門演習Ｓ

情報入門演習Ａ

情報入門演習Ｂ

小計（8科目）
基
礎
科
目

ビジネス概論

情報技術論

ビジネスと戦略

経営管理論基礎

経営情報論

教職実践演習（中・高）

小計（15科目）

教職関連科目計

マーケティング論基礎

ビジネス統計学

Theory and Practice of Budo

Issues in Contemporary Japan

Japan and the Environment

Study on International Issues and Challenges

Japanese Religion and Culture

小計（16科目）

留学生科目計
教
職
関
連
科
目

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

の

う

ち

、

各

教

科

の

指

導

法 情報科教育法Ⅰ

情報科教育法Ⅱ

教
育
の
基
礎
的
理
解

に
関
す
る
科
目

教職入門

教育原理

教育心理学Ⅰ

教育心理学Ⅱ

特別支援教育概論

教育制度論
道

徳

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導

、

教

育

相

談

に

関

す

る

科

目

特別活動・総合的な学習の時間の指導法

教育方法学（教育課程論を含む）

生徒・進路指導論

教育相談

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅲ

会計学基礎

ミクロ経済学基礎Ⅰ

マクロ経済学基礎Ⅰ

インターネット・マーケティング論

コンピュータ基礎Ⅰ

コンピュータ基礎Ⅱ

情報処理論Ａ

情報処理論Ｂ

情報ネットワーク論

情報活用演習Ａ

情報活用演習Ｂ

情報活用演習Ｃ

Ｗｅｂ演習

ビジネス情報入門ゼミ

小計（21科目）

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
科
目

（
経
済
学
関
係
分
野
科
目

）

入
門
科
目

経済入門

交
換
留
学
生
科
目

留

学

生

科

目

（
全

学

部

学

科

共

通

）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

15



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 1 2前 2 1

3後 2 1 3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後 4 1 1後 4 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3後 2 1

3休 2 1 3休 2 1

3前 2 1 3前 2 1

- 0 56 0 3 2 2 7 - 0 60 0 4 2 2 7

- 12 102 0 - 12 106 0

- 36 403又
は404 30 4 2 　 2 　 127 - 36 407又

は408 30 4 2 　 2 　 130

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、
　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

データマイニング論

情報社会と情報倫理

情報と職業

ビ

ジ

ネ

ス

情

報

演

習

科

目

情報処理演習Ａ

モバイルアプリ演習

情報処理演習Ｃ

画像処理演習

情報システム演習

マルチメディア演習

データマイニング演習

小計（29科目）

ビジネス情報学科科目
（経済学関係分野科目）計

合計（252科目）

卒業要件及び履修方法

マルチメディア論

【卒業要件】
以下の科目区分に定める単位数を満たし、１２４単位以上（必修科目３６単位及び選
択科目８８単位以上〔選択必修科目１４単位以上、選択科目７４単位以上〕）を修得す
ること。
（科目区分）
①共通科目
1）必修科目８単位
2）選択必修科目１４単位以上
3）選択科目８単位以上
②ゼミ科目
1）必修科目１６単位
③自由選択科目※自由に選択できる卒業要件単位に含まれる科目
（能力開発科目、キャリア科目、興動館科目、留学生科目及び、他学部学科科目、単
位互換科目、語学留学振替単位、共通科目・学科科目で必要単位数を超えて修得し
た単位数）
1）選択科目２４単位以上
④ビジネス情報学科科目（経済学関係分野科目）
1）必修科目１２単位
2）選択科目４２単位以上
【履修方法】
履修科目の登録の上限：１年次４０単位、２年次以上４８単位（年間）ただし、卒業年次
生に限り、後期に履修制限単位数の他に、８単位までの追加履修登録を認める。※
自由科目（卒業要件に参入しない科目）は履修制限単位数には含まない。

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
科
目

（
経
済
学
関
係
分
野
科
目

）

発
展
・
応
用
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
科
目

オペレーションズ・リサーチ

ビジネスデータ分析

データサイエンスとビジネス

AIとビジネス

電子金融取引Ⅰ

電子金融取引Ⅱ

顧客関係管理と知的情報ベース

デジタルビジネス論

ＩＴ応用事例研究

プロジェクトマネジメント

リスクマネジメント

生産管理論

流通システム論Ⅰ

流通システム論Ⅱ

中級簿記演習

情
報
科
目

情報システム論Ⅰ

情報システム論Ⅱ

データベース論

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
科
目

（
経
済
学
関
係
分
野
科
目

）

発
展
・
応
用
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
科
目

オペレーションズ・リサーチ

ビジネスデータ分析

AIとビジネス

電子金融取引Ⅰ

電子金融取引Ⅱ

顧客関係管理と知的情報ベース

ビ

ジ

ネ

ス

情

報

演

習

科

目

ＩＴ応用事例研究

プロジェクトマネジメント

画像処理演習

情報システム演習

マルチメディア演習

データマイニング演習

小計（29科目）

ビジネス情報学科科目
（経済学関係分野科目）計

リスクマネジメント

生産管理論

流通システム論Ⅰ

流通システム論Ⅱ

中級簿記演習

情
報
科
目

情報システム論Ⅰ

情報システム論Ⅱ

データベース論

マルチメディア論

データマイニング論

情報社会と情報倫理

情報と職業

合計（252科目）

卒業要件及び履修方法

【卒業要件】
以下の科目区分に定める単位数を満たし、１２４単位以上（必修科目３６単位及び選
択科目８８単位以上〔選択必修科目１４単位以上、選択科目７４単位以上〕）を修得す
ること。
（科目区分）
①共通科目
1）必修科目８単位
2）選択必修科目１４単位以上
3）選択科目８単位以上
②ゼミ科目
1）必修科目１６単位
③自由選択科目※自由に選択できる卒業要件単位に含まれる科目
（能力開発科目、キャリア科目、興動館科目、留学生科目及び、他学部学科科目、単
位互換科目、語学留学振替単位、共通科目・学科科目で必要単位数を超えて修得し
た単位数）
1）選択科目２４単位以上
④ビジネス情報学科科目（経済学関係分野科目）
1）必修科目１２単位
2）選択科目４２単位以上
【履修方法】
履修科目の登録の上限：１年次４０単位、２年次以上４８単位（年間）ただし、卒業年
次生に限り、後期に履修制限単位数の他に、８単位までの追加履修登録を認める。
※自由科目（卒業要件に参入しない科目）は履修制限単位数には含まない。

科目
区分

情報処理演習Ａ

モバイルアプリ演習

情報処理演習Ｃ
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【令和元年度】

【令和２年度】

【令和３年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　　

　　　　

　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容

・担当者就任辞退及びクラス再編の理由により、外国語科目の教員の配置小計を「兼任・兼坦29」から「兼任・兼坦28」へ変更。
・「文章表現演習・標準」担当者就任辞退の理由により、教員の配置を「兼任・兼坦4」から「兼任・兼坦3」へ変更。
・教育内容充実の理由により、授業科目「日本外交史」「国際関係史」「International Economics」を新規に追加。
・「世界の歴史Ⅰ・Ⅱ」担当者就任辞退の理由により教員の配置を「兼任・兼坦2」から「兼任・兼坦1」へ変更。
・担当教員の本務校業務により、「環境法」の配当年次を「1後」から「1前」に変更。
・教育内容充実の理由により、「大学入門ゼミ」「興動人入門ゼミ」の教員の配置を「兼任・兼坦1」から「兼任・兼坦2」に変更。
・教育内容充実の理由により、「不動産実務法務Ⅰ」の配当年次を「1後」から「1休」に変更。
・「Environment and Business」担当者誤植の理由により、教員の配置を「兼任・兼坦1」から「教授1」へ変更。
・「教職入門」担当者就任辞退の理由により、教員の配置を「兼任・兼坦2」から「兼任・兼坦1」へ変更。
・教育内容充実の理由により、「教育制度論」の配当年次を「2前」から「2後」に変更。
・教職再課程認定により、授業科目の名称を「教育方法学」から「教育方法学（教育課程論を含む）」に変更。
・「教育実習Ⅰ・Ⅲ」担当者就任辞退の理由により、教員の配置を「兼任・兼坦2」から「兼任・兼坦1」へ変更。

　　　　

　　　　

・担当教員の変更により、「必修英語ＡⅡ」の教員の配置を「兼任・兼坦6」から「兼任・兼坦8」へ変更
・担当教員の変更により、「必修英語ＣⅡ」の教員の配置を「兼任・兼坦1」から「兼任・兼坦2」へ変更
・担当教員の変更により、「英語表現・標準Ⅰ・Ⅱ」の教員の配置を「兼任・兼坦2」から「兼任・兼坦3」へ変更
・教育環境充実の理由により、「資格英語Ⅰ・Ⅱ」の教員の配置を「兼任・兼坦2」から「兼任・兼坦3」へ変更
・担当教員の変更により、「日本語文章表現」の教員の配置を「兼任・兼坦5」から「兼任・兼坦4」へ変更
・担当教員の変更により、「ビジネス日本語演習」の教員の配置を「兼任・兼坦3」から「兼任・兼坦2」へ変更
・担当教員の都合により、「世界の憲法」の配当年次を「1後」から「1休」へ変更
・教育環境充実の理由により、「スポーツ実習」の教員の配置を「兼任・兼坦3」から「兼任・兼坦4」へ変更
・担当教員(専任)昇格の理由により、ゼミ科目の教員の配置を「准教授2」「助教2」から「准教授3」「助教1」に変更
・担当教員の都合により、「思考力開発」の配当年次を「1後」から「1休」へ変更
・担当教員の都合により、「ビジネス・シミュレーション・ゲーム」の配当年次を「1前」から「1休」へ変更
・「経営入門」担当教員(専任)昇格の理由により、教員の配置を「助教1」から「准教授1」に変更
・「ビジネス情報入門」担当教員(専任)昇格の理由により、教員の配置を「助教1」から「准教授1」に変更
・「インターネット・マーケティング論」担当教員(専任)昇格の理由により、教員の配置を「助教1」から「准教授1」に変更
・教育環境充実の理由により「ビジネス情報入門ゼミ」の教員の配置を「教授1」から「教授3」に変更
・「ビジネス情報入門ゼミ」担当教員(専任)昇格の理由により、教員の配置を「准教授2」「助教2」から「准教授3」「助教1」に変更
・「顧客関係管理と知的情報ベース」担当教員(専任)昇格の理由により、教員の配置を「助教1」から「准教授1」に変更
・担当教員の変更により、「IT応用事例研究」の教員の配置を「助教1」から「教授1」に変更

・教育環境充実の理由により、「必修英語A I・Ⅱ」の教員の配置を「兼任・兼担6」から「兼任・兼担7」に変更
・教育環境充実の理由により、「必修英語B I・Ⅱ」の教員の配置を「兼任・兼担11」から「兼任・兼担12」に変更
・「世界の思想と現代社会Ⅱ」担当教員(兼任)の本務校業務の理由により、の配当年次を「1後」から「1前」に変更
・「資産運用実務Ⅰ・Ⅱ」担当教員(兼任)の就任辞退の理由により、教員の配置を「兼任・兼坦3」から「兼任・兼坦2」へ変更
・キャリアプランニング関係科目担当教員(兼任)の就任辞退の理由により、の教員の配置を「兼任・兼坦2」から「兼任・兼坦1」へ変更
・教育環境充実の理由により、「社会人基礎学力基礎」の配当年次を「１前」から「１前・後」に変更
・教育環境充実の理由により、「社会人基礎学力応用」の配当年次を「１後」から「１前・後」に変更
・教育内容充実の理由により、「思考力開発」を分担授業に変更
・「思考力開発」担当教員(兼任)就任辞退の理由により、教員の配置を「兼任・兼坦1」から「兼任・兼坦5」に変更
・「インターンシップⅠ(国内)」担当教員の当該学科への転科取消の理由により、教員の配置を「教授1」「兼任・兼担9」から「教授0」
「兼任・兼担10」に変更
・COVID-19の影響により、令和2年度のみ「インターンシップⅠ（国内）」を未開講とする。代替として当該学年は3年次に履修可とする
・「我が人生の転機Ⅱ(同窓生編)」担当教員(兼担)の都合により、教員の配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更
・「人の行動を経済学で読み解く」担当教員の当該学科への転科取消の理由により、教員の配置を「教授1」「兼任・兼担2」から「教授0」
「兼任・兼担3」に変更
・「コミュニケーション実践」担当教員(兼任)本務校の都合により、の配当年次を「1後」から「1前」に変更
・教育環境充実の理由により、「教育入門」の配当年次を「1前」から「1前・後」に変更
・教育環境充実の理由により、「教育原理」の配当年次を「1後」から「1前・後」に変更
・教職関連科目担当教員(兼担)新規採用の理由により、の教員の配置を「兼任・兼担10」から「兼任・兼担11」へ変更
・教育内容充実の理由により、「情報入門演習Ｓ」の教員の配置を「准教授2」から「兼任・兼担1」に変更
・「ビジネスと戦略」担当教員(専任)採用の理由により、教員の配置を「助教1」から「教授1」に変更
・時間割編成の理由により、「ビジネスデータ分析」の配当年次を「3後」から「3前」に変更
・教育内容充実の理由により、授業科目「データサイエンスとビジネス」を新規に追加
・教育内容充実の理由により、授業科目「デジタルビジネス論」を新規に追加
・教育環境充実の理由により、「中級簿記演習」の教員の配置をを「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更

　　　　

(新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策による変更）※令和2年度のみの変更
・新型コロナウイルス対策を理由に「スポーツ実習」の配当年次を「1前・後」から「1後」へ変更
・新型コロナウイルス対策を理由に「資本市場の役割と証券投資」の配当年次を「2前」から「2後」へ変更
・新型コロナウイルス対策を理由に「女子学生のためのキャリア形成入門」の配当年次を「1前」から「1後」へ変更
・新型コロナウイルス対策を理由に「プロスポーツによる広島活性化講座」の配当年次を「1前」から「1後」へ変更
・新型コロナウイルス対策を理由に「戦略ＭＧ（マネジメントゲーム）」の配当年次を「1前・後」から「1後」へ変更
・新型コロナウイルス対策を理由に「スポーツで学ぶ共生力」の配当年次を「1前」から「1後」へ変更
・新型コロナウイルス対策を理由に「情報入門演習Ｓ」の配当年次を「1前」から「1前・後」へ変更
・新型コロナウイルス対策を理由に「情報システム演習」の配当年次を「3前」から「3後」へ変更
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

247

選択 自由

18 218

（２） 授業科目数

設置時の計画

必修
備考

自由

18

計

変更状況

213 16

[　　　　] [5]

16

[　　　　]

計（Ａ）

252

[5]

必修 選択
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ インターンシップⅡ(海外) 4 3 一般 選択

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

1

247

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

　　　　ください。

「大学の所見」
「インターンシップⅡ（海外）」を、新型コロナウイルスの影響で未だ海外実習での安全確保が難しい
ため未開講とする。この科目については全学部共通選択科目の１科目であり、この他にも多数の科目が
あることから、体系的な学びに特段の影響はないと判断し、学生に不利益を生じさせるものではないと
考える。

「学生への周知方法」
履修相談及びポータルサイトにおいて周知を行っている。

「今後の方針」
安全確保が確認でき次第、未開講科目は再開する予定である。

＝ 0.4 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

新型コロナウイルスの影響 一時的な未開講
のため代替え措置は無し(3)

　　　　ください。
　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目（該当なし）

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

19



備考

留学生寮和み館追加(2)

大学全体

図書購入費：誤植に
よる修正(3)
設備購入費：誤植に
よる修正(3)

未記入により追記(3)

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 91,279.12㎡ 0㎡ 0㎡ 91,279.12㎡

運動場用地 120,117.63㎡ 0㎡ 0㎡ 120,117.63㎡

合　　　計
214,027.18㎡
213,042.43㎡

0㎡ 0㎡
214,027.18㎡
213,042.43㎡

小　　　計 211,396.75㎡ 0㎡ 0㎡ 211,396.75㎡

そ　の　他
2,630.43㎡
1,645.68㎡

0㎡ 0㎡
2,630.43㎡
1,645.68㎡

（　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡） （55,478.94㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

25室

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

55,478.94㎡ 0㎡ 0㎡ 55,478.94㎡

（55,478.94㎡）

(４) 専任教員研究室

新設学部等の名称 室　　　　　　数
教員1名退職、2名就任した
ため(3)
教員3名退職、5名就任した
ため(2)
教員1名が退職したため
（元）

メディアビジネス学部
１９

１８(２)，１６(元），１７（届出）
室

64室 25室
0室 1室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

メディアビジネ
ス学部

492,740〔131,630〕
507,810〔133,108〕

4,870〔1,314〕
4,969〔1,314〕

7,050〔6,960〕　
5,500
6,120

0 0

機械・器具 標　　本視聴覚資料

点

電子ジャーナル：契
約を変更したため(3)
学術雑誌：和書の製
本雑誌を除籍したた
め(2)

(489,925〔130,786〕)
(487,332〔130,162〕)
(483,210〔128,932〕)
(478,810〔127,424〕)

(4,851〔1,307〕)
(4,870〔1,305〕)
(5,099〔1,300〕)
(4,909〔1,294〕)

(11,237〔11,147〕)
(2,551〔2,462〕)
(2,545〔2,462〕)
(6,407〔6,327〕)

(5,476)
(5,453)
(5,428)
(5,960)

（0） （0）

点 点

学部単位での特定が
不能なため、大学全
体の数

完成年度の予想数
値：見直し(3)

0
電子ジャーナル：抄録や
書誌情報のみのものは除
外したため(元)
視聴覚資料：除籍のため
(元)

(489,925〔130,786〕)
(487,332〔130,162〕)
(483,210〔128,932〕)
(478,810〔127,424〕)

(4,851〔1,307〕)
(4,870〔1,305〕)
(5,099〔1,300〕)
(4,909〔1,294〕)

(11,237〔11,147〕)
(2,551〔2,462〕)
(2,545〔2,462〕)
(6,407〔6,327〕)

(5,476)
(5,453)
(5,428)
(5,960)

0 （0）
計

492,740〔131,630〕
507,810〔133,108〕

4,870〔1,314〕
4,969〔1,314〕

7,050〔6,960〕　
5,500
6,120

0

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

大学全体
9,906.56㎡ 総合グラウンド・フットボールパーク 野球場・テニスコート

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

収納可能冊数：書架
を増設したため(3)

8,685.28㎡ 441席
512,200冊
477,750冊

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 500千円 500千円 図書購入費
1,777千円
3,960千円

4,000千円
5,000千円

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

4,000千円
5,000千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 －　千円 －　千円 設備購入費 50,000千円
8,200千円

22,350千円
8,200千円

22,350千円

学生１人当
り

納付金

学生納付金以外の維持方法の概要 補助金収入、資産運用収入等により維持

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

学生納付金：教育の
充実のため(3)980千円

880千円
880千円 880千円 880千円 －　千円 －　千円

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

　　　　を併せて提出してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和３年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 4
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

経済学部

　経済学科 4 330 若干 1320 学士
(経済学) 0.96 0.94 昭和42年度

広島県広島市安
佐南区祇園五丁
目37番1号

　経営学科 4 - - - 学士
(経済学) - 昭和49年度 同上

※平成31年4月学
生募集停止

　ビジネス情報学科 4 - - - 学士
(経済学) - 平成14年度 同上

※平成31年4月学
生募集停止

　メディアビジネス学科 4 - - - 学士
(経済学) - 平成16年度 同上

※平成31年4月学
生募集停止

　スポーツ経営学科 4 - - -
学士

(スポーツ経
営学)

- 平成23年度 同上
※平成31年4月学
生募集停止

経営学部

　経営学科 4 310 若干 930 学士
(経営学) 0.95 0.92 平成31年度

広島県広島市安
佐南区祇園五丁
目37番1号

　スポーツ経営学科 4 70 - 210
学士

(スポーツ経
営学)

1.05 0.96 平成31年度 同上

メディアビジネス学部

　ビジネス情報学科 4 80 若干 240 学士
(経営学) 0.91 0.76 平成31年度

広島県広島市安
佐南区祇園五丁
目37番1号

　メディアビジネス学科 4 60 若干 180 学士
(経営学) 0.89 0.83 平成31年度 同上

大学全体 4 850 若干 2880 - - -

大学院経済学研究科
経済学専攻

博士課程後期課程 3 3 - 9
博士

(経済学) 0.00 0.00 平成2年度

博士課程前期課程 2 10 - 20
修士

(経済学) 0.75 0.80 昭和54年度

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。なお、調査対象の学科等が設置されている大学から順に記載してください

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

学位又
は称号

開設
年度

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率

令和3年度
入学定員
超過率

　広 島 経 済 大 学
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

５　教員組織の状況

＜メディアビジネス学部　ビジネス情報学科＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専
教授
(学科
主任）

丹羽 啓一
(45)

<平成31年4月>
博士(工学)

専
教授
(学科
主任）

丹羽 啓一
(46)

<平成31年4月>
博士(工学)

専
教授
(学科
主任）

丹羽 啓一
(47)

<平成31年4月>
博士(工学)

専
教授
(学科
主任）

丹羽 啓一
(48)

<平成31年4月>
博士(工学)

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
情報入門演習Ｓ
情報処理論Ｂ
ビジネス情報入門ゼミ
オペレーションズ・リサーチ
データベース論
情報処理演習Ａ

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
情報入門演習Ｓ
情報処理論Ｂ
ビジネス情報入門ゼミ
オペレーションズ・リサーチ
データベース論
情報処理演習Ａ

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
情報入門演習Ｓ
情報処理論Ｂ
ビジネス情報入門ゼミ
オペレーションズ・リサーチ
データベース論
情報処理演習Ａ

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
情報入門演習Ｓ
情報処理論Ｂ
ビジネス情報入門ゼミ
オペレーションズ・リサーチ
データベース論
情報処理演習Ａ

専 教授

高岡 義幸
(68(高))

<平成31年4月>
Bachelor of Science(ｱﾒﾘｶ)

専 教授

高岡 義幸
(69(高))

<平成31年4月>
Bachelor of Science(ｱﾒﾘｶ)

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
ビジネス情報入門※
ビジネス概論

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
ビジネス情報入門※
ビジネス概論

専 教授

堀江 浩司
(46)

<令和2年4月>
修士(経営学)※

専 教授

堀江 浩司
(47)

<令和2年4月>
修士(経営学)※

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
インターンシップⅠ(国内)
ビジネス概論

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
インターンシップⅠ(国内)
ビジネス概論

専 教授

溝下 博
(54)

<令和2年4月>
修士(学術)※

専 教授

溝下 博
(55)

<令和2年4月>
修士(学術)※

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
ビジネス概論
ビジネスと戦略

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
ビジネス概論
ビジネスと戦略
ビジネス情報入門ゼミ
デジタルビジネス論
IT応用事例研究

兼担 教授

堀江 浩司
(48)

<令和2年4月>
修士(経営学)※ 兼担 教授

堀江 浩司
(49)

<令和2年4月>
修士(経営学)※

インターンシップⅠ(国内) インターンシップⅠ(国内)

専 教授

田中 章司郎
(61)

<平成31年4月>
博士(学術)

専 教授

田中 章司郎
(62)

<平成31年4月>
博士(学術)

専 教授

田中 章司郎
(63)

<平成31年4月>
博士(学術)

専 教授

田中 章司郎
(64)

<平成31年4月>
博士(学術)

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
Environment and Business
コンピュータ入門
情報処理基礎
コンピュータ基礎Ⅰ
コンピュータ基礎Ⅱ
情報処理論Ａ
モバイルアプリ演習

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
Environment and Business
コンピュータ入門
情報処理基礎
コンピュータ基礎Ⅰ
コンピュータ基礎Ⅱ
情報処理論Ａ
モバイルアプリ演習

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
Environment and Business
コンピュータ入門
情報処理基礎
コンピュータ基礎Ⅰ
コンピュータ基礎Ⅱ
情報処理論Ａ
モバイルアプリ演習

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
Environment and Business
コンピュータ入門
情報処理基礎
コンピュータ基礎Ⅰ
コンピュータ基礎Ⅱ
情報処理論Ａ
モバイルアプリ演習

専 教授

山村 耕一郎
(68(高))

<平成31年4月>
農学博士

専 教授

山村 耕一郎
(69(高))

<平成31年4月>
農学博士

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
情報入門演習Ｓ

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
情報入門演習Ｓ

専 教授

得津 康義
(45)

<令和2年4月>
博士(経済学)

専 教授

得津 康義
(46)

<令和2年4月>
博士(経済学)

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
人の行動を経済学で読み解く【隔
年】
ビジネス統計学
ビジネスデータ分析

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
人の行動を経済学で読み解く
【隔年】
ビジネス統計学
ビジネスデータ分析

専 教授

田浦 元
(47)

<令和2年4月>
博士(経済学)

専 教授

田浦 元
(48)

<令和2年4月>
博士(経済学)

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
ビジネス統計学
ビジネスデータ分析

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
ビジネス統計学
ビジネス情報入門ゼミ
ビジネスデータ分析
データサイエンスとビジネス
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼坦 教授

得津 康義
(45)

<平成31年4月>
博士(経済学)

兼坦 教授

得津 康義
(46)

<平成31年4月>
博士(経済学)

兼坦 教授

得津 康義
(47)

<平成31年4月>
博士(経済学)

兼坦 教授

得津 康義
(48)

<平成31年4月>
博士(経済学)

人の行動を経済学で読み解く【隔
年】

人の行動を経済学で読み解く
【隔年】

人の行動を経済学で読み解く【隔
年】

人の行動を経済学で読み解く
【隔年】

専 准教授

石野 亜耶
(33)

<平成31年4月>
博士(情報科学)

専 准教授

石野 亜耶
(34)

<平成31年4月>
博士(情報科学)

専 准教授

石野 亜耶
(35)

<平成31年4月>
博士(情報科学)

専 准教授

石野 亜耶
(36)

<平成31年4月>
博士(情報科学)

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
情報入門演習Ｓ
ビジネス情報入門ゼミ
ＡＩとビジネス
データマイニング論
データマイニング演習

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
情報入門演習Ｓ
ビジネス情報入門ゼミ
ＡＩとビジネス
データマイニング論
データマイニング演習

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
情報入門演習Ｓ
ビジネス情報入門ゼミ
ＡＩとビジネス
データマイニング論
データマイニング演習

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
情報入門演習Ｓ
ビジネス情報入門ゼミ
ＡＩとビジネス
データマイニング論
データマイニング演習

専 准教授

杉山 克典
(43)

<平成31年4月>
修士(経済学)

専 准教授

杉山 克典
(44)

<平成31年4月>
修士(経済学)

専 准教授

杉山 克典
(45)

<平成31年4月>
修士(経済学)

専 准教授

杉山 克典
(46)

<平成31年4月>
修士(経済学)

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
ビジネス情報入門※
情報入門演習Ｓ
情報ネットワーク論
ビジネス情報入門ゼミ
情報システム論Ⅰ
情報システム論Ⅱ
情報システム演習

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
ビジネス情報入門※
情報入門演習Ｓ
情報ネットワーク論
ビジネス情報入門ゼミ
情報システム論Ⅰ
情報システム論Ⅱ
情報システム演習

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
ビジネス情報入門※
情報入門演習Ｓ
情報ネットワーク論
ビジネス情報入門ゼミ
情報システム論Ⅰ
情報システム論Ⅱ
情報システム演習

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
ビジネス情報入門※
情報入門演習Ｓ
情報ネットワーク論
ビジネス情報入門ゼミ
情報システム論Ⅰ
情報システム論Ⅱ
情報システム演習

専 助教

久保 大支
(52)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

専 助教

久保 大支
(53)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

専 助教

久保 大支
(54)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

専 助教

久保 大支
(55)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
経済入門
Ｗｅｂ演習
ビジネス情報入門ゼミ
電子金融取引Ⅰ
電子金融取引Ⅱ
IT応用事例研究
情報処理演習Ｃ

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
経済入門
Ｗｅｂ演習
ビジネス情報入門ゼミ
電子金融取引Ⅰ
電子金融取引Ⅱ
IT応用事例研究
情報処理演習Ｃ

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
経済入門
Ｗｅｂ演習
ビジネス情報入門ゼミ
電子金融取引Ⅰ
電子金融取引Ⅱ
IT応用事例研究
情報処理演習Ｃ

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
経済入門
Ｗｅｂ演習
ビジネス情報入門ゼミ
電子金融取引Ⅰ
電子金融取引Ⅱ
IT応用事例研究
情報処理演習Ｃ

専 助教

関 隆教
(36)

<平成31年4月>
修士(商学)※

専 助教

関 隆教
(37)

<平成31年4月>
修士(商学)※

専 助教

関 隆教
(38)

<平成31年4月>
修士(商学)※

専
准教
授

関 隆教
(39)

<平成31年4月>
修士(商学)※

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
経営入門
ビジネス情報入門※(平31)
ビジネス情報入門※(令2～)
ビジネスと戦略
インターネット・マーケティング
論
ビジネス情報入門ゼミ
顧客関係管理と知的情報ベース

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
経営入門
ビジネス情報入門※(平31)
ビジネス情報入門※(令2～)
ビジネスと戦略
インターネット・マーケティ
ング論
ビジネス情報入門ゼミ
顧客関係管理と知的情報ベー
ス

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
経営入門
ビジネス情報入門※(平31)
ビジネス情報入門※(令2～)
ビジネスと戦略
インターネット・マーケティング
論
ビジネス情報入門ゼミ
顧客関係管理と知的情報ベース

大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
プレゼミ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
経営入門
ビジネス情報入門※(平31)
ビジネス情報入門※(令2～)
ビジネスと戦略
インターネット・マーケティン
グ論
ビジネス情報入門ゼミ
顧客関係管理と知的情報ベース

兼担 教授

新垣 繁秀
(54)

<平成31年4月>
経済学修士※

兼担 教授

新垣 繁秀
(55)

<平成31年4月>
経済学修士※

兼担 教授

新垣 繁秀
(56)

<平成31年4月>
経済学修士※

兼担 教授

新垣 繁秀
(57)

<平成31年4月>
経済学修士※

人の行動を経済学で読み解く【隔
年】
マクロ経済学基礎Ⅰ

人の行動を経済学で読み解く
【隔年】
マクロ経済学基礎Ⅰ

人の行動を経済学で読み解く【隔
年】
マクロ経済学基礎Ⅰ

人の行動を経済学で読み解く
【隔年】
マクロ経済学基礎Ⅰ

兼担 教授

小笠原 礼以
(49)

<令和2年4月>
修士(経済学)※

兼担 教授

小笠原 礼以
(50)

<令和2年4月>
修士(経済学)※

兼担 教授

小笠原 礼以
(51)

<令和2年4月>
修士(経済学)※

兼担 教授

小笠原 礼以
(52)

<令和2年4月>
修士(経済学)※

インターンシップⅠ(国内) インターンシップⅠ(国内) インターンシップⅠ(国内) インターンシップⅠ(国内)

兼担 教授

岡田 斎
(64)

<令和2年4月>
博士(経営学),博士(工学)

兼担 教授

岡田 斎
(65)

<令和2年4月>
博士(経営学),博士(工学)

兼担 教授

岡田 斎
(66)

<令和2年4月>
博士(経営学),博士(工学)

兼担 教授

岡田 斎
(67)

<令和2年4月>
博士(経営学),博士(工学)

インターンシップⅠ(国内)
経営情報論
生産管理論

インターンシップⅠ(国内)
経営情報論
生産管理論

インターンシップⅠ(国内)
経営情報論
生産管理論

インターンシップⅠ(国内)
経営情報論
生産管理論

兼担 教授

岡本 恵子
(63)

<平成31年4月>
文学修士

兼担 教授

岡本 恵子
(64)

<平成31年4月>
文学修士

兼担 教授

岡本 恵子
(65)

<平成31年4月>
文学修士

兼担 教授

岡本 恵子
(66)

<平成31年4月>
文学修士

ビジネス日本語演習
文章表現演習・発展
日本文学Ａ
インターンシップⅠ(国内)
文芸創作実践

ビジネス日本語演習
文章表現演習・発展
日本文学Ａ
大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
インターンシップⅠ(国内)
文芸創作実践

ビジネス日本語演習
文章表現演習・発展
日本文学Ａ
大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
インターンシップⅠ(国内)
文芸創作実践

ビジネス日本語演習
文章表現演習・標準
文章表現演習・発展
日本文学Ａ
大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
インターンシップⅠ(国内)
文芸創作実践

兼担 教授

岡本 貞雄
(65)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

岡本 貞雄
(66)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

岡本 貞雄
(67)

<平成31年4月>
文学修士※

日本の思想と文化
日本の宗教
禅(ZEN)で元気なこころとからだを
つくろう

日本の思想と文化
日本の宗教
禅(ZEN)で元気なこころとから
だをつくろう

日本の思想と文化
日本の宗教
禅(ZEN)で元気なこころとからだを
つくろう
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼坦 教授

一橋 信之
(67)

<令和3年4月>
修士(経済学)※

わが人生の転機Ⅰ(教職員編)

兼担 教授

渡辺 郁夫
(63)

<令和3年4月>
文学修士

日本の思想と文化
日本の宗教
コミュニケーション実践

兼任 講師

岡本 貞雄
(68)

<令和3年4月>
文学修士※

禅(ZEN)で元気なこころとから
だをつくろう

兼担
教授

(学長)

小谷 幸生
(66)

<平成31年4月>
Master of Business

Administration(ｱﾒﾘｶ) 兼担
教授

(学長)

小谷 幸生
(67)

<平成31年4月>
Master of Business

Administration(ｱﾒﾘｶ) 兼担
教授

(学長)

小谷 幸生
(68)

<平成31年4月>
Master of Business

Administration(ｱﾒﾘｶ)

わが人生の転機Ⅰ(教職員編) わが人生の転機Ⅰ(教職員編) わが人生の転機Ⅰ(教職員編)

兼担 教授

神田 義浩
(59)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

神田 義浩
(60)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

神田 義浩
(61)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

神田 義浩
(62)

<平成31年4月>
文学修士※

社会心理学
大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
教育心理学Ⅰ
教育心理学Ⅱ
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ

社会心理学
大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
教育心理学Ⅰ
教育心理学Ⅱ
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ

社会心理学
大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
思考力開発※
教育心理学Ⅰ
教育心理学Ⅱ
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ

社会心理学
大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ
思考力開発※
教育心理学Ⅰ
教育心理学Ⅱ
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ

兼担 教授

北野 尚人
(61)

<平成31年4月>
経済学士

兼担 教授

北野 尚人
(62)

<平成31年4月>
経済学士

兼担 教授

北野 尚人
(63)

<平成31年4月>
経済学士

兼担 教授

北野 尚人
(64)

<平成31年4月>
経済学士

コピーライティング実践講座 コピーライティング実践講座 コピーライティング実践講座 コピーライティング実践講座

兼担 教授

宜名眞 勇
(67)

<平成31年4月>
Doctor of Philosophy(ｱﾒﾘｶ) 兼担 教授

宜名眞 勇
(68)

<平成31年4月>
Doctor of Philosophy(ｱﾒﾘｶ) 兼担 教授

宜名眞 勇
(69)

<平成31年4月>
Doctor of Philosophy(ｱﾒﾘｶ) 兼担 教授

宜名眞 勇
(70)

<平成31年4月>
Doctor of Philosophy(ｱﾒﾘｶ)

International Trade International Trade International Trade International Trade

兼担 教授

高石 哲弥
(50)

<平成31年4月>
博士(理学)

兼担 教授

高石 哲弥
(51)

<平成31年4月>
博士(理学)

兼担 教授

高石 哲弥
(52)

<平成31年4月>
博士(理学)

兼担 教授

高石 哲弥
(53)

<平成31年4月>
博士(理学)

数学Ａ
数学Ｂ
数学Ｃ
自然科学Ａ
自然科学Ｂ
社会人基礎学力応用
インターンシップⅠ(国内)

数学Ａ
数学Ｂ
数学Ｃ
自然科学Ａ
自然科学Ｂ
社会人基礎学力応用
インターンシップⅠ(国内)

数学Ａ
数学Ｂ
数学Ｃ
自然科学Ａ
自然科学Ｂ
社会人基礎学力応用
インターンシップⅠ(国内)

数学Ａ
数学Ｂ
数学Ｃ
自然科学Ａ
自然科学Ｂ
社会人基礎学力応用
インターンシップⅠ(国内)

兼担 教授

田中 泉
(60)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

田中 泉
(61)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

田中 泉
(62)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

田中 泉
(63)

<平成31年4月>
文学修士※

広島の歴史と文化※
世界の歴史Ⅰ
世界の歴史Ⅱ
世界の宗教※
広島とハワイで学ぼう！めざせ国
際人
教職入門※
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ

広島の歴史と文化※
世界の歴史Ⅰ
世界の歴史Ⅱ
世界の宗教※
広島とハワイで学ぼう！めざ
せ国際人
教職入門※
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ

広島の歴史と文化※
世界の歴史Ⅰ
世界の歴史Ⅱ
世界の宗教※
思考力開発※
広島とハワイで学ぼう！めざせ国
際人
教職入門※
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ

広島の歴史と文化※
世界の歴史Ⅰ
世界の歴史Ⅱ
世界の宗教※
思考力開発※
広島とハワイで学ぼう！めざせ
国際人
教職入門※
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ

兼担 教授

田辺 洋子
(63)

<平成31年4月>
博士(文学)

兼担 教授

田辺 洋子
(64)

<平成31年4月>
博士(文学)

兼担 教授

田辺 洋子
(65)

<平成31年4月>
博士(文学)

兼担 教授

田辺 洋子
(66)

<平成31年4月>
博士(文学)

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
英語理解・標準Ⅰ
英語理解・標準Ⅱ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
英語理解・標準Ⅰ
英語理解・標準Ⅱ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
英語理解・標準Ⅰ
英語理解・標準Ⅱ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
英語理解・標準Ⅰ
英語理解・標準Ⅱ

兼担 教授

胤森 裕暢
(52)

<令和3年4月>
博士(教育学)

兼担 教授

胤森 裕暢
(53)

<平成31年4月>
博士(教育学)

兼担 教授

胤森 裕暢
(54)

<平成31年4月>
博士(教育学)

兼担 教授

胤森 裕暢
(55)

<平成31年4月>
博士(教育学)

教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ
教職実践演習(中・高)

教職入門
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ
教職実践演習(中・高)

思考力開発※
教職入門※
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ
教職実践演習(中・高)

思考力開発※
教職入門※
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ
教職実践演習(中・高)

兼担 教授

寺本 康俊
(65)

<平成31年4月>
博士(法学)

兼担 教授

寺本 康俊
(66)

<平成31年4月>
博士(法学)

兼担 教授

寺本 康俊
(67)

<平成31年4月>
博士(法学)

日本外交史
国際関係史

日本外交史
国際関係史

日本外交史
国際関係史

兼担 教授

永田 靖
(51)

<平成31年4月>
博士(マネジメント)

インターンシップⅠ(国内)
経営実践
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼坦
准教
授

青谷 章弘
(40)

<令和3年4月>
博士(現象数理学)

数学Ａ
数学Ｂ
数学Ｃ
社会人基礎学力基礎
社会人基礎学力応用

兼担 助教

胡 怡
(29)

<令和3年4月>
修士(経営学)

資本市場の役割と証券投資

兼坦 教授

林 和夫
（61）

<令和2年4月>
修士(経営学)

インターンシップⅠ(国内)

兼坦 教授

藤口 光紀
（70）

<令和2年4月>
文学士 兼坦 教授

藤口 光紀
（71）

<令和2年4月>
文学士

インターンシップⅠ(国内) インターンシップⅠ(国内)

兼坦
准教
授

藤原 久嗣
(52)

<平成31年4月>
修士(経営学) 兼坦

准教
授

藤原 久嗣
(53)

<平成31年4月>
修士(経営学) 兼坦

准教
授

藤原 久嗣
(54)

<平成31年4月>
修士(経営学)

経営実践 経営実践 経営実践

兼担 教授

糠谷 英輝
(57)

<令和2年4月>
法学士

兼担 教授

糠谷 英輝
(58)

<令和2年4月>
法学士

兼担 教授

糠谷 英輝
(59)

<令和2年4月>
法学士

兼担 教授

糠谷 英輝
(60)

<令和2年4月>
法学士

資本市場の役割と証券投資 資本市場の役割と証券投資 資本市場の役割と証券投資 資本市場の役割と証券投資

兼担 教授

長谷川 泰志
(59)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

長谷川 泰志
(60)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

長谷川 泰志
(61)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

長谷川 泰志
(62)

<平成31年4月>
文学修士※

日本語文章表現
文章検演習
ビジネス日本語演習
日本文学Ｂ
企画力養成講座

日本語文章表現
文章検演習
ビジネス日本語演習
日本文学Ｂ
企画力養成講座

日本語文章表現
文章検演習
ビジネス日本語演習
日本文学Ｂ
企画力養成講座

日本語文章表現
文章検演習
ビジネス日本語演習
日本文学Ｂ
企画力養成講座

兼担 教授

濱 愼一
(66)

<令和3年4月>
Doctor of Philosophy(ｱﾒﾘｶ) 兼担 教授

濱 愼一
(67)

<令和3年4月>
Doctor of Philosophy(ｱﾒﾘｶ) 兼担 教授

濱 愼一
(68)

<令和3年4月>
Doctor of Philosophy(ｱﾒﾘｶ) 兼担 教授

濱 愼一
(69)

<令和3年4月>
Doctor of Philosophy(ｱﾒﾘｶ)

マルチメディア論 マルチメディア論 マルチメディア論 マルチメディア論

兼担 教授

濵田 敏彦
(56)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

濵田 敏彦
(57)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

濵田 敏彦
(58)

<平成31年4月>
文学修士※

兼担 教授

濵田 敏彦
(59)

<平成31年4月>
文学修士※

日本の歴史Ⅱ
広島の歴史と文化※
瀬戸内海地域の魅力を発信しよう

日本の歴史Ⅱ
広島の歴史と文化※
瀬戸内海地域の魅力を発信し
よう

日本の歴史Ⅱ
広島の歴史と文化※
瀬戸内海地域の魅力を発信しよう

日本の歴史Ⅱ
広島の歴史と文化※
瀬戸内海地域の魅力を発信しよ
う

兼担 教授

George R. Harada
(58)

<平成31年4月>
法学修士※

兼担 教授

George R. Harada
(59)

<平成31年4月>
法学修士※

兼担 教授

George R. Harada
(60)

<平成31年4月>
法学修士※

兼担 教授

George R. Harada
(61)

<平成31年4月>
法学修士※

日本国憲法Ⅰ
日本国憲法Ⅱ
現代社会と人権
広い世界に飛び出そう
Practical Management Theory for
International StudentsⅠ
Practical Management Theory for
International StudentsⅡ
Independent Study Ⅰ
Independent Study Ⅱ
Japanese Law and Society Ⅰ
Japanese Law and Society Ⅱ
Theory and Practice of Budo※
Study on International Issues
and Challenges

日本国憲法Ⅰ
日本国憲法Ⅱ
現代社会と人権
広い世界に飛び出そう
Practical Management Theory
for International Students
Ⅰ
Practical Management Theory
for International Students
Ⅱ
Independent Study Ⅰ
Independent Study Ⅱ
Japanese Law and Society Ⅰ
Japanese Law and Society Ⅱ
Theory and Practice of Budo
※
Study on International
Issues and Challenges

日本国憲法Ⅰ
日本国憲法Ⅱ
現代社会と人権
広い世界に飛び出そう
Practical Management Theory for
International StudentsⅠ
Practical Management Theory for
International StudentsⅡ
Independent Study Ⅰ
Independent Study Ⅱ
Japanese Law and Society Ⅰ
Japanese Law and Society Ⅱ
Theory and Practice of Budo※
Study on International Issues
and Challenges

日本国憲法Ⅰ
日本国憲法Ⅱ
現代社会と人権
広い世界に飛び出そう
Practical Management Theory
for International StudentsⅠ
Practical Management Theory
for International StudentsⅡ
Independent Study Ⅰ
Independent Study Ⅱ
Japanese Law and Society Ⅰ
Japanese Law and Society Ⅱ
Theory and Practice of Budo
※
Study on International
Issues and Challenges

兼担 教授

平岡 賢治
(67)

<平成31年4月>
理学修士※

兼担 教授

平岡 賢治
(68)

<平成31年4月>
理学修士※

兼担 教授

平岡 賢治
(69)

<平成31年4月>
理学修士※

数学Ａ
数学Ｂ
数学Ｃ
社会人基礎学力応用

数学Ａ
数学Ｂ
数学Ｃ
社会人基礎学力応用

数学Ａ
数学Ｂ
数学Ｃ
社会人基礎学力基礎
社会人基礎学力応用

兼担 教授

平本 賢了
(54)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

兼担 教授

平本 賢了
(55)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

兼担 教授

平本 賢了
(56)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

兼担 教授

平本 賢了
(57)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

インドネシア語Ⅰ
インドネシア語Ⅱ
インターンシップⅡ(海外)

インドネシア語Ⅰ
インドネシア語Ⅱ
インターンシップⅡ(海外)

インドネシア語Ⅰ
インドネシア語Ⅱ
インターンシップⅡ(海外)

インドネシア語Ⅰ
インドネシア語Ⅱ
インターンシップⅡ(海外)

兼担 教授

広田 堅志
(47)

<平成31年4月>
博士(経済学)

兼担 教授

広田 堅志
(48)

<平成31年4月>※令和元年海外
留学

博士(経済学) 兼担 教授

広田 堅志
(49)

<平成31年4月>
博士(経済学)

兼担 教授

広田 堅志
(50)

<平成31年4月>
博士(経済学)

ゲームを通じてグローバル社会を
理解しよう

ゲームを通じてグローバル社
会を理解しよう

ゲームを通じてグローバル社会を
理解しよう

ゲームを通じてグローバル社会
を理解しよう
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

栗原 理
(63)

<平成31年4月>
博士(商学)

ゲームを通じてグローバル社
会を理解しよう

兼担 教授

福居 信幸
(62)

<令和2年4月>
経済学士

兼担 教授

福居 信幸
(63)

<令和2年4月>
経済学士

兼担 教授

福居 信幸
(64)

<令和2年4月>
経済学士

兼担 教授

福居 信幸
(65)

<令和2年4月>
経済学士

資本市場の役割と証券投資 資本市場の役割と証券投資 資本市場の役割と証券投資 資本市場の役割と証券投資

兼坦 教授

細井 謙一
(50)

<令和2年4月>
修士(商学)※

兼坦 教授

細井 謙一
(51)

<令和2年4月>
修士(商学)※

兼坦 教授

細井 謙一
(52)

<令和2年4月>
修士(商学)※

兼坦 教授

細井 謙一
(53)

<令和2年4月>
修士(商学)※

流通システム論Ⅰ
流通システム論Ⅱ

流通システム論Ⅰ
流通システム論Ⅱ

流通システム論Ⅰ
流通システム論Ⅱ

流通システム論Ⅰ
流通システム論Ⅱ

兼坦 教授

堀江 真由美
(52)

<令和2年4月>
博士(経済学) 兼坦 教授

堀江 真由美
(53)

<令和2年4月>
博士(経済学) 兼坦 教授

堀江 真由美
(54)

<令和2年4月>
博士(経済学) 兼坦 教授

堀江 真由美
(55)

<令和2年4月>
博士(経済学)

ミクロ経済学基礎Ⅰ ミクロ経済学基礎Ⅰ ミクロ経済学基礎Ⅰ ミクロ経済学基礎Ⅰ

兼坦 教授

松本 耕二
(50)

<平成31年4月>
修士(体育学) 兼坦 教授

松本 耕二
(51)

<平成31年4月>
修士(体育学) 兼坦 教授

松本 耕二
(52)

<平成31年4月>
修士(体育学) 兼坦 教授

松本 耕二
(53)

<平成31年4月>
修士(体育学)

スポーツ実習 スポーツ実習 スポーツ実習 スポーツ実習

兼坦 教授

宮岡 弥生
(51)

<平成31年4月>
博士(学術)

兼坦 教授

宮岡 弥生
(52)

<平成31年4月>
博士(学術)

兼坦 教授

宮岡 弥生
(53)

<平成31年4月>
博士(学術)

兼坦 教授

宮岡 弥生
(54)

<平成31年4月>
博士(学術)

日本語(基礎Ｂ)
日本語(基礎Ｆ)

日本語(基礎Ｂ)
日本語(基礎Ｆ)

日本語(基礎Ｂ)
日本語(基礎Ｆ)

日本語(基礎Ｂ)
日本語(基礎Ｆ)

兼坦 教授

宮田 庄悟
(64)

<令和2年4月>
政治学士 兼坦 教授

宮田 庄悟
(65)

<令和2年4月>
政治学士

インターンシップⅠ(国内)
インターンシップⅠ(国内)
企画力養成講座

兼坦 教授

宮畑 加奈子
(54)

<平成31年4月>
博士(法学)

兼坦 教授

宮畑 加奈子
(55)

<平成31年4月>
博士(法学)

兼坦 教授

宮畑 加奈子
(56)

<平成31年4月>
博士(法学)

兼坦 教授

宮畑 加奈子
(57)

<平成31年4月>
博士(法学)

日本の法律
インターンシップⅡ(海外)

日本の法律
インターンシップⅡ(海外)

日本の法律
インターンシップⅡ(海外)

日本の法律
インターンシップⅡ(海外)

兼坦 教授

餅川 正雄
(61)

<平成31年4月>
経済学士

兼坦 教授

餅川 正雄
(62)

<平成31年4月>
経済学士

兼坦 教授

餅川 正雄
(63)

<平成31年4月>
経済学士

兼坦 教授

餅川 正雄
(64)

<平成31年4月>
経済学士

生徒・進路指導論
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ
中級簿記演習

わが人生の転機Ⅱ(同窓生編)
生徒・進路指導論
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ
中級簿記演習

思考力開発※
わが人生の転機Ⅱ(同窓生編)
生徒・進路指導論
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ
中級簿記演習

思考力開発※
わが人生の転機Ⅱ(同窓生編)
生徒・進路指導論
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ
中級簿記演習

兼坦 教授

森田 裕司
(56)

<平成31年4月>
文学修士

兼坦 教授

森田 裕司
(57)

<平成31年4月>
文学修士

メンタルヘルス論
教育相談

メンタルヘルス論
教育相談

兼坦
准教
授

上手 幸治
(51)

<令和2年4月>
人間環境学修士

兼坦
准教
授

上手 幸治
(52)

<令和2年4月>
人間環境学修士

メンタルヘルス論
教育相談

メンタルヘルス論
教育相談

兼坦 教授

柳川 和優
(59)

<平成31年4月>
博士(教育学)

兼坦 教授

柳川 和優
(60)

<平成31年4月>
博士(教育学)

兼坦 教授

柳川 和優
(61)

<平成31年4月>
博士(教育学)

兼坦 教授

柳川 和優
(62)

<平成31年4月>
博士(教育学)

スポーツ科学
スポーツ実習
インターンシップⅠ(国内)
わが人生の転機Ⅱ(同窓生編)

スポーツ科学
スポーツ実習
インターンシップⅠ(国内)
わが人生の転機Ⅱ(同窓生編)

スポーツ科学
スポーツ実習
インターンシップⅠ(国内)
わが人生の転機Ⅱ(同窓生編)

スポーツ科学
スポーツ実習
インターンシップⅠ(国内)
わが人生の転機Ⅱ(同窓生編)

兼坦 教授

山内 昌斗
(41)

<平成31年4月>
博士(経営学)

わが人生の転機Ⅱ(同窓生編)

兼坦 教授

山本 公平
(53)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

「笑い」のパワー・生きる力

兼任 講師

山本 公平
（54）

＜平成31年4月＞
修士(経済学)※ 兼任 講師

山本 公平
（55）

＜平成31年4月＞
修士(経済学)※ 兼任 講師

山本 公平
（56）

＜平成31年4月＞
修士(経済学)※

「笑い」のパワー・生きる力 「笑い」のパワー・生きる力 「笑い」のパワー・生きる力
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼坦 教授

山本 貴裕
(51)

<平成31年4月>
文学修士※

兼坦 教授

山本 貴裕
(52)

<平成31年4月>
文学修士※

兼坦 教授

山本 貴裕
(53)

<平成31年4月>
文学修士※

兼坦 教授

山本 貴裕
(54)

<平成31年4月>
文学修士※

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
必修英語ＣⅡ
Academic Writing in English
世界の思想と現代社会Ⅰ
広い世界に飛び出そう
広島とハワイで学ぼう！めざせ国
際人
Japanese Religion and Culture

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
必修英語ＣⅡ
Academic Writing in English
世界の思想と現代社会Ⅰ
広い世界に飛び出そう
広島とハワイで学ぼう！めざ
せ国際人
Japanese Religion and
Culture

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
必修英語ＣⅡ
Academic Writing in English
世界の思想と現代社会Ⅰ
広い世界に飛び出そう
広島とハワイで学ぼう！めざせ国
際人
Japanese Religion and Culture

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
必修英語ＣⅡ
Academic Writing in English
世界の思想と現代社会Ⅰ
広い世界に飛び出そう
広島とハワイで学ぼう！めざせ
国際人
Japanese Religion and
Culture

兼坦 教授

山本 雅昭
(54)

<平成31年4月>
Philosophy of Doctor(ｲｷﾞﾘｽ)

兼坦 教授

山本 雅昭
(55)

<平成31年4月>
Philosophy of Doctor(ｲｷﾞﾘｽ)

兼坦 教授

山本 雅昭
(56)

<平成31年4月>
Philosophy of Doctor(ｲｷﾞﾘｽ)

兼坦 教授

山本 雅昭
(57)

<平成31年4月>
Philosophy of Doctor(ｲｷﾞﾘｽ)

テクノロジーと社会・経済
情報とネットワーク社会
インターンシップⅠ(国内)
情報技術論

テクノロジーと社会・経済
情報とネットワーク社会
インターンシップⅠ(国内)
情報技術論

テクノロジーと社会・経済
情報とネットワーク社会
インターンシップⅠ(国内)
情報技術論

テクノロジーと社会・経済
情報とネットワーク社会
インターンシップⅠ(国内)
情報技術論

兼坦 教授

楊 義申
(46)

<令和3年4月>
博士(経済学)

兼坦 教授

楊 義申
(47)

<令和3年4月>
博士(経済学)

兼坦 教授

楊 義申
(48)

<令和3年4月>
博士(経済学)

兼坦 教授

楊 義申
(49)

<令和3年4月>
博士(経済学)

インターンシップⅡ(海外) インターンシップⅡ(海外) インターンシップⅡ(海外) インターンシップⅡ(海外)

兼坦 教授

渡辺 勇一
(66)

<令和2年4月>
法学士

兼坦 教授

渡辺 勇一
(67)

<令和2年4月>
法学士

兼坦 教授

渡辺 勇一
(68)

<令和2年4月>
法学士

兼坦 教授

渡辺 勇一
(69)

<令和2年4月>
法学士

インターンシップⅠ(国内) インターンシップⅠ(国内) インターンシップⅠ(国内) インターンシップⅠ(国内)

兼坦 准教授

石田 優子
(44)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

兼坦 准教授

石田 優子
(45)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

兼坦 准教授

石田 優子
(46)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

兼坦 准教授

石田 優子
(47)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

わが人生の転機Ⅰ(教職員編) わが人生の転機Ⅰ(教職員編) わが人生の転機Ⅰ(教職員編) わが人生の転機Ⅰ(教職員編)

兼坦 准教授

梶原 英二
(50)

<平成31年4月>
修士(学術)※

兼坦 准教授

梶原 英二
(51)

<平成31年4月>
修士(学術)※

兼坦 准教授

梶原 英二
(52)

<平成31年4月>
修士(学術)※

兼坦 准教授

梶原 英二
(53)

<平成31年4月>
修士(学術)※

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＣⅡ

兼坦 准教授

木本 一成
(59)

<平成31年4月>
修士(教育学)

兼坦 教授

木本 一成
(60)

<平成31年4月>
修士(教育学)

兼坦 教授

木本 一成
(61)

<平成31年4月>
修士(教育学)

兼坦 教授

木本 一成
(62)

<平成31年4月>
修士(教育学)

日本語文章表現
文章検演習
日本語演習・標準
文章表現演習・標準
日本語演習・発展
女子学生のためのキャリア形成入
門

日本語文章表現
文章検演習
日本語演習・標準
文章表現演習・標準
日本語演習・発展
女子学生のためのキャリア形
成入門

日本語文章表現
文章検演習
日本語演習・標準
文章表現演習・標準
日本語演習・発展
女子学生のためのキャリア形成入
門

日本語文章表現
文章検演習
日本語演習・標準
文章表現演習・標準
日本語演習・発展
女子学生のためのキャリア形成
入門
大学入門ゼミ
興動人入門ゼミ

兼坦 准教授

坂間 十和子
(30)

<令和2年4月>
修士(商学)※

兼坦 准教授

坂間 十和子
(31)

<令和2年4月>
修士(商学)※

兼坦 准教授

坂間 十和子
(32)

<令和2年4月>
修士(商学)※

兼坦 准教授

坂間 十和子
(33)

<令和2年4月>
修士(商学)※

マーケティング論基礎 マーケティング論基礎 マーケティング論基礎 マーケティング論基礎

兼坦 准教授

迫田 奈美子
(43)

<平成31年4月>
Master of Arts(ｲｷﾞﾘｽ)

兼坦 准教授

迫田 奈美子
(44)

<平成31年4月>
Master of Arts(ｲｷﾞﾘｽ)

兼坦 准教授

迫田 奈美子
(45)

<平成31年4月>
Master of Arts(ｲｷﾞﾘｽ)

兼坦 准教授

迫田 奈美子
(46)

<平成31年4月>
Master of Arts(ｲｷﾞﾘｽ)

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語理解・発展Ⅰ
英語理解・発展Ⅱ
女子学生のためのキャリア形成入
門

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語理解・発展Ⅰ
英語理解・発展Ⅱ
女子学生のためのキャリア形
成入門

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語理解・発展Ⅰ
英語理解・発展Ⅱ
女子学生のためのキャリア形成入
門

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語理解・発展Ⅰ
英語理解・発展Ⅱ
女子学生のためのキャリア形成
入門

兼坦 准教授

澤 滋久
(53)

<平成31年4月>
修士(理学)※

兼坦 准教授

澤 滋久
(54)

<平成31年4月>
修士(理学)※

兼坦 准教授

澤 滋久
(55)

<平成31年4月>
修士(理学)※

兼坦 准教授

澤 滋久
(56)

<平成31年4月>
修士(理学)※

世界の宗教※
インターンシップⅠ(国内)

世界の宗教※
インターンシップⅠ(国内)

世界の宗教※
インターンシップⅠ(国内)

世界の宗教※
インターンシップⅠ(国内)

兼坦 准教授

重野(白田) 裕美
(34)

<平成31年4月>
博士(学術)

兼坦 准教授

重野(白田) 裕美
(35)

<平成31年4月>
博士(学術)

ビジネス日本語演習
文章表現演習・標準
コミュニケーション実践

日本語文章表現
ビジネス日本語演習
文章表現演習・標準
コミュニケーション実践

兼坦 助教

坂水 貴司
(30)

<令和2年4月>
博士(学術)

兼坦 助教

坂水 貴司
(31)

<令和2年4月>
博士(学術)

日本語文章表現
ビジネス日本語演習
文章表現演習・標準

日本語文章表現
ビジネス日本語演習
文章表現演習・標準

兼任 講師

重野(白田) 裕美
(36)

<令和2年4月>
博士(学術)

兼任 講師

重野(白田) 裕美
(37)

<令和2年4月>
博士(学術)

ビジネス日本語演習
文章表現演習・標準
コミュニケーション実践

日本語文章表現
ビジネス日本語演習
文章表現演習・標準
コミュニケーション実践
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼坦
准教
授

山田亜沙妃
(37)

<令和3年9月>
修士(スポーツ健康科学)

スポーツ実習

兼坦 准教授

山根(大和田) 智沙子
(40)

<平成31年4月>
博士(経済学)

兼坦 准教授

山根(大和田) 智沙子
(41)

<平成31年4月>
博士(経済学)

兼坦 准教授

山根(大和田) 智沙子
(42)

<平成31年4月>
博士(経済学)

兼坦 准教授

山根(大和田) 智沙子
(43)

<平成31年4月>
博士(経済学)

兼坦
准教
授

後藤心平
(47)

<令和3年4月>
博士(情報科学)

「私たちの広島」PR実践

兼坦 准教授

竹林 栄治
(52)

<平成31年4月>
経済学修士※

兼坦 准教授

竹林 栄治
(53)

<平成31年4月>
経済学修士※

兼坦 准教授

竹林 栄治
(54)

<平成31年4月>
経済学修士※

兼坦 准教授

竹林 栄治
(55)

<平成31年4月>
経済学修士※

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

兼坦 准教授

Kenneth I. Tsuye
(65)

<平成31年4月>
Doctor of Business

Administration(ｱﾒﾘｶ)
兼坦 准教授

Kenneth I. Tsuye
(66)

<平成31年4月>
Doctor of Business

Administration(ｱﾒﾘｶ)
兼坦 准教授

Kenneth I. Tsuye
(67)

<平成31年4月>
Doctor of Business

Administration(ｱﾒﾘｶ)
兼坦 准教授

Kenneth I. Tsuye
(68)

<平成31年4月>
Doctor of Business

Administration(ｱﾒﾘｶ)

Independent Study Ⅲ
Independent Study Ⅳ

Independent Study Ⅲ
Independent Study Ⅳ

Independent Study Ⅲ
Independent Study Ⅳ

Independent Study Ⅲ
Independent Study Ⅳ

兼坦 准教授

土屋 祐子
(47)

<平成31年4月>
修士(学際情報学) 兼坦 准教授

土屋 祐子
(48)

<平成31年4月>
修士(学際情報学) 兼坦 准教授

土屋 祐子
(49)

<平成31年4月>
修士(学際情報学)

「私たちの広島」PR実践 「私たちの広島」PR実践 「私たちの広島」PR実践

兼坦 准教授

堂本(村田) 絵理
(37)

<令和3年4月>
博士(情報科学) 兼坦 准教授

堂本(村田) 絵理
(38)

<令和3年4月>
博士(情報科学) 兼坦 准教授

堂本(村田) 絵理
(39)

<令和3年4月>
博士(情報科学) 兼坦 准教授

堂本(村田) 絵理
(40)

<令和3年4月>
博士(情報科学)

マルチメディア論 マルチメディア論 マルチメディア論 マルチメディア論

兼坦 准教授

中村 隆行
(60)

<平成31年4月>
法学修士※

兼坦 准教授

中村 隆行
(61)

<平成31年4月>
法学修士※

兼坦 准教授

中村 隆行
(62)

<平成31年4月>
法学修士※

兼坦 准教授

中村 隆行
(63)

<平成31年4月>
法学修士※

身近なボランティア活動
ＮＰＯ・ＮＧＯの立ち上げと活動
興動館プロジェクトの計画と実施
興動館プロジェクトの評価と改善
興動館プロジェクトの経営戦略

身近なボランティア活動
ＮＰＯ・ＮＧＯの立ち上げと
活動
興動館プロジェクトの計画と
実施
興動館プロジェクトの評価と
改善
興動館プロジェクトの経営戦
略

身近なボランティア活動
ＮＰＯ・ＮＧＯの立ち上げと活動
興動館プロジェクトの計画と実施
興動館プロジェクトの評価と改善
興動館プロジェクトの経営戦略

身近なボランティア活動
ＮＰＯ・ＮＧＯの立ち上げと活
動
興動館プロジェクトの計画と実
施
興動館プロジェクトの評価と改
善
興動館プロジェクトの経営戦略

兼坦 准教授

宮地 英和
(44)

<平成31年4月>
博士(芸術)

兼坦 准教授

宮地 英和
(45)

<平成31年4月>
博士(芸術)

兼坦 准教授

宮地 英和
(46)

<平成31年4月>
博士(芸術)

兼坦 准教授

宮地 英和
(47)

<平成31年4月>
博士(芸術)

ユニバーサルデザイン実践 ユニバーサルデザイン実践 ユニバーサルデザイン実践 ユニバーサルデザイン実践

兼坦 准教授

三山 緑
(43)

<平成31年4月>
修士(教育学)※

教職入門※
教育原理
教育制度論
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ

兼任 講師

岡本 徹
(65)

<令和2年4月>
教育学修士※ 兼任 講師

岡本 徹
(66)

<令和2年4月>
教育学修士※ 兼任 講師

岡本 徹
(67)

<令和2年4月>
教育学修士※

教育制度論 教育制度論 教育制度論

兼任 講師

宮崎 康子
(49)

<平成31年4月>
修士(教育学)

教育原理

兼坦
准教
授

前馬 優策
(36)

<令和2年4月>
修士(人間科学)※

兼坦
准教
授

前馬 優策
(37)

<令和2年4月>
修士(人間科学)※

教職教養
教職入門※
教育原理
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ

教職教養
教職入門※
教育原理
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅲ

兼坦 准教授

本岡 亜沙子
（37)

<平成31年4月>
博士(文学)

兼坦 准教授

本岡 亜沙子
（38)

<平成31年4月>
博士(文学)

兼坦 准教授

本岡 亜沙子
（39)

<平成31年4月>
博士(文学)

兼坦 准教授

本岡 亜沙子
（40)

<平成31年4月>
博士(文学)

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＣⅠ
外国文学Ａ※

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＣⅠ
外国文学Ａ※

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＣⅠ
外国文学Ａ※

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＣⅠ
外国文学Ａ※

兼坦 准教授

森山(丹羽) 玲子
(46)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

兼坦 准教授

森山(丹羽) 玲子
(47)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

兼坦 准教授

森山(丹羽) 玲子
(48)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

兼坦 准教授

森山(丹羽) 玲子
(49)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

女子学生のためのキャリア形成入
門

女子学生のためのキャリア形
成入門

女子学生のためのキャリア形成入
門

女子学生のためのキャリア形成
入門

インターンシップⅠ(国内)
人の行動を経済学で読み解く【隔
年】

インターンシップⅠ(国内)
人の行動を経済学で読み解く
【隔年】

インターンシップⅠ(国内)
人の行動を経済学で読み解く【隔
年】
マクロ経済学基礎Ⅰ

インターンシップⅠ(国内)
人の行動を経済学で読み解く
【隔年】
マクロ経済学基礎Ⅰ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼坦 助教

松榮 豊貴
(31)

<令和2年4月>
博士(経済学) 兼坦 助教

松榮 豊貴
(32)

<令和2年4月>
博士(経済学)

インターンシップⅠ(国内) インターンシップⅠ(国内)

John.A.S.Wild
(53)

<平成31年4月>
Master of Social Science(ｱﾒﾘｶ)

兼坦 准教授

John.A.S.Wild
(54)

<平成31年4月>
Master of Social Science(ｱﾒ

ﾘｶ)

兼坦 准教授

John.A.S.Wild
(55)

<平成31年4月>
Master of Social Science(ｱﾒﾘｶ)

兼坦 准教授

John.A.S.Wild
(56)

<平成31年4月>
Master of Social Science(ｱﾒﾘ

ｶ)

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・発展Ⅰ
英語表現・発展Ⅱ
海外研修英語Ⅰ
海外研修英語Ⅱ
ビジネス英語Ⅰ
ビジネス英語Ⅱ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・発展Ⅰ
英語表現・発展Ⅱ
海外研修英語Ⅰ
海外研修英語Ⅱ
ビジネス英語Ⅰ
ビジネス英語Ⅱ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・発展Ⅰ
英語表現・発展Ⅱ
海外研修英語Ⅰ
海外研修英語Ⅱ
ビジネス英語Ⅰ
ビジネス英語Ⅱ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・発展Ⅰ
英語表現・発展Ⅱ
海外研修英語Ⅰ
海外研修英語Ⅱ
ビジネス英語Ⅰ
ビジネス英語Ⅱ

兼坦 准教授

渡辺 泰弘
(38)

<平成31年4月>
博士(スポーツ健康科学) 兼坦 准教授

渡辺 泰弘
(39)

<平成31年4月>
博士(スポーツ健康科学) 兼坦 准教授

渡辺 泰弘
(40)

<平成31年4月>
博士(スポーツ健康科学) 兼坦 准教授

渡辺 泰弘
(41)

<平成31年4月>
博士(スポーツ健康科学)

スポーツ実習 スポーツ実習 スポーツ実習 スポーツ実習

兼坦 准教授

兼坦 講師

合田 優子
(30)

<平成31年4月>
修士(学術)※

兼坦 講師

合田 優子
(31)

<平成31年4月>
博士(学術)

兼坦 講師

合田 優子
(32)

<平成31年4月>
博士(学術)

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
資格英語Ⅲ
資格英語Ⅳ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
資格英語Ⅲ
資格英語Ⅳ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
資格英語Ⅲ
資格英語Ⅳ

兼坦 講師

藤田 香織
(39)

<平成31年4月>
学士(人文学)

兼坦 講師

藤田 香織
(40)

<平成31年4月>
学士(人文学)

兼坦 講師

藤田 香織
(41)

<平成31年4月>令和2年度育休
学士(人文学)

兼坦 講師

藤田 香織
(42)

<平成31年4月>
学士(人文学)

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＣⅠ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＣⅠ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＢⅡ
必修英語ＣⅠ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
必修英語ＣⅠ

兼坦 講師

中川 梓
(32)

<令和2年4月>
修士(文学)

兼坦 講師

中川 梓
(33)

<令和2年4月>
修士(文学)

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ

兼坦 講師

Forrest, Richard Andrew
(54)

<平成31年4月>
Master of Public Policy※

(ｱﾒﾘｶ)

兼坦 講師

Forrest, Richard Andrew
(55)

<平成31年4月>
Master of Public Policy※

(ｱﾒﾘｶ)

兼坦 講師

Forrest, Richard Andrew
(56)

<平成31年4月>
Master of Public Policy※

(ｱﾒﾘｶ)

兼坦 講師

Forrest, Richard Andrew
(57)

<平成31年4月>
Master of Public Policy※

(ｱﾒﾘｶ)

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・基礎徹底Ⅰ
英語表現・基礎徹底Ⅱ
Issues in Contemporary Japan
Japan and the Environment

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・基礎徹底Ⅰ
英語表現・基礎徹底Ⅱ
英語表現・標準Ⅰ
英語表現・標準Ⅱ
Issues in Contemporary
Japan
Japan and the Environment

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・基礎徹底Ⅰ
英語表現・基礎徹底Ⅱ
英語表現・標準Ⅰ
英語表現・標準Ⅱ
Issues in Contemporary Japan
Japan and the Environment

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・基礎徹底Ⅰ
英語表現・基礎徹底Ⅱ
英語表現・標準Ⅰ
英語表現・標準Ⅱ
Issues in Contemporary Japan
Japan and the Environment

兼坦 講師

森谷 浩士
(46)

<平成31年4月>
修士(文学)

兼坦 講師

森谷 浩士
(47)

<平成31年4月>
修士(文学)

兼坦 講師

森谷 浩士
(48)

<平成31年4月>
修士(文学)

兼坦 講師

森谷 浩士
(49)

<平成31年4月>
修士(文学)

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ

兼坦 助教

東 幸代
（29）

<令和2年4月>
修士(経営学) 兼坦 助教

東 幸代
（30）

<令和2年4月>
修士(経営学) 兼坦 助教

東 幸代
（31）

<令和2年4月>
修士(経営学) 兼坦 助教

東 幸代
（32）

<令和2年4月>
修士(経営学)

会計学基礎 会計学基礎 会計学基礎 会計学基礎

兼坦 助教

角 裕太
（27）

<令和2年4月>
博士(経営学) 兼坦 助教

角 裕太
（28）

<令和2年4月>
博士(経営学) 兼坦 助教

角 裕太
（29）

<令和2年4月>
博士(経営学) 兼坦 助教

角 裕太
（30）

<令和2年4月>
博士(経営学)

会計学基礎 会計学基礎 会計学基礎 会計学基礎

兼坦 助教

Mark J. Tankosich
(59)

<平成31年4月>
Master of Arts(ｱﾒﾘｶ)

兼坦 助教

Mark J. Tankosich
(60)

<平成31年4月>
Master of Arts(ｱﾒﾘｶ)

兼坦 助教

Mark J. Tankosich
(61)

<平成31年4月>
Master of Arts(ｱﾒﾘｶ)

兼坦 助教

Mark J. Tankosich
(62)

<平成31年4月>
Master of Arts(ｱﾒﾘｶ)

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
発展英会話Ⅰ
発展英会話Ⅱ
Theory and Practice of Budo※

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
発展英会話Ⅰ
発展英会話Ⅱ
Theory and Practice of Budo
※

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
発展英会話Ⅰ
発展英会話Ⅱ
Theory and Practice of Budo※

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
発展英会話Ⅰ
発展英会話Ⅱ
Theory and Practice of Budo
※

兼坦 助教

平下 義記
(32)

<平成31年4月>
博士(文学) 兼坦

准教
授

平下 義記
(33)

<平成31年4月>
博士(文学) 兼坦

准教
授

平下 義記
(34)

<平成31年4月>
博士(文学) 兼坦

准教
授

平下 義記
(35)

<平成31年4月>
博士(文学)

日本の歴史Ⅰ 日本の歴史Ⅰ 日本の歴史Ⅰ 日本の歴史Ⅰ

兼坦 助教

藤山 和久
(35)

<平成31年4月>
修士(英米言語文化)※

兼坦 助教

藤山 和久
(36)

<平成31年4月>
修士(英米言語文化)※

兼坦
准教
授

藤山 和久
(37)

<平成31年4月>
修士(英米言語文化)※

兼坦
准教
授

藤山 和久
(38)

<平成31年4月>
修士(英米言語文化)※

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
外国文学Ａ※

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
外国文学Ａ※

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
外国文学Ａ※

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
外国文学Ａ※

兼坦 助教

宮辻 渉
(34)

<令和2年4月>
博士(経営学) 兼坦 助教

宮辻 渉
(35)

<令和2年4月>
博士(経営学) 兼坦

准教
授

宮辻 渉
(36)

<令和2年4月>
博士(経営学) 兼坦

准教
授

宮辻 渉
(37)

<令和2年4月>
博士(経営学)

経営管理論基礎 経営管理論基礎 経営管理論基礎 経営管理論基礎
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼坦 助教

森 瑞樹
(37)

<平成31年4月>
博士(言語文化学)

兼坦
准教
授

森 瑞樹
(38)

<平成31年4月>
博士(言語文化学)

兼坦
准教
授

森 瑞樹
(39)

<平成31年4月>
博士(言語文化学)

兼坦
准教
授

森 瑞樹
(40)

<平成31年4月>
博士(言語文化学)

英語理解・発展Ⅰ
英語理解・発展Ⅱ
資格英語Ⅰ
資格英語Ⅱ
外国文学Ａ※

英語理解・発展Ⅰ
英語理解・発展Ⅱ
資格英語Ⅰ
資格英語Ⅱ
外国文学Ａ※

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＣⅠ
英語理解・発展Ⅰ
英語理解・発展Ⅱ
資格英語Ⅰ
資格英語Ⅱ
外国文学Ａ※

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ
必修英語ＣⅠ
英語理解・発展Ⅰ
英語理解・発展Ⅱ
資格英語Ⅰ
資格英語Ⅱ
外国文学Ａ※

兼任 講師

青木 利夫
(53)

<平成31年4月>
博士(社会学)

兼任 講師

青木 利夫
(54)

<平成31年4月>
博士(社会学)

兼任 講師

青木 利夫
(55)

<平成31年4月>
博士(社会学)

兼任 講師

青木 利夫
(56)

<平成31年4月>
博士(社会学)

スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅱ

スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅱ

スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅱ

スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅱ

兼任 講師

安部 貴彦
(57)

<平成31年4月>
準学士

兼任 講師

安部 貴彦
(58)

<平成31年4月>
準学士

兼任 講師

安部 貴彦
(59)

<平成31年4月>
準学士

兼任 講師

安部 貴彦
(60)

<平成31年4月>
準学士

禅(ZEN)で元気なこころとからだを
つくろう

禅(ZEN)で元気なこころとから
だをつくろう

禅(ZEN)で元気なこころとからだを
つくろう

禅(ZEN)で元気なこころとから
だをつくろう

兼任 講師

池松 由紀
(42)

<令和2年4月>
準学士 兼任 講師

池松 由紀
(43)

<令和2年4月>
準学士

キャリアスキルズⅠ キャリアスキルズⅠ

兼任 講師

大多 正人
(54)

<令和2年4月>
文学士 兼任 講師

大多 正人
(55)

<令和2年4月>
文学士

キャリアスキルズⅡ キャリアスキルズⅡ

兼担 教授

松川 佳洋
(60)

<令和2年4月>
博士(経営学) 兼担 教授

松川 佳洋
(61)

<令和2年4月>
博士(経営学)

キャリアスキルズⅠ
キャリアスキルズⅡ

キャリアスキルズⅠ
キャリアスキルズⅡ

兼任 講師

石田 知美
(43)

<令和2年4月>
学士(文学)

兼任 講師

石田 知美
(44)

<令和2年4月>
学士(文学)

兼任 講師

石田 知美
(45)

<令和2年4月>
学士(文学)

兼任 講師

石田 知美
(46)

<令和2年4月>
学士(文学)

資産運用実務Ⅰ
資産運用実務Ⅱ

資産運用実務Ⅰ
資産運用実務Ⅱ

資産運用実務Ⅰ
資産運用実務Ⅱ

資産運用実務Ⅰ
資産運用実務Ⅱ

兼任 講師

伊豆田 功
(51)

<平成31年4月>
経済学士

兼任 講師

伊豆田 功
(52)

<平成31年4月>
経済学士

兼任 講師

伊豆田 功
(53)

<平成31年4月>
経済学士

兼任 講師

伊豆田 功
(54)

<平成31年4月>
経済学士

ビジネス・シミュレーション・
ゲーム

ビジネス・シミュレーショ
ン・ゲーム

ビジネス・シミュレーション・
ゲーム

ビジネス・シミュレーション・
ゲーム

兼任 講師

岩國 智子
(44)

<平成31年4月>
修士(文学)

兼任 講師

岩國 智子
(45)

<平成31年4月>
修士(文学)

兼任 講師

岩國 智子
(46)

<平成31年4月>
修士(文学)

兼任 講師

岩國 智子
(47)

<平成31年4月>
修士(文学)

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・基礎徹底Ⅰ
英語表現・基礎徹底Ⅱ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・基礎徹底Ⅰ
英語表現・基礎徹底Ⅱ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・基礎徹底Ⅰ
英語表現・基礎徹底Ⅱ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・基礎徹底Ⅰ
英語表現・基礎徹底Ⅱ
英語理解・基礎徹底Ⅰ
英語理解・基礎徹底Ⅱ

兼任 講師

David Williams
(44)

<平成31年4月>
Bachelor of Arts,

Bachelor of Science(ｶﾅﾀﾞ)
兼任 講師

David Williams
(45)

<平成31年4月>
Bachelor of Arts,

Bachelor of Science(ｶﾅﾀﾞ)
兼任 講師

David Williams
(46)

<平成31年4月>
Bachelor of Arts,

Bachelor of Science(ｶﾅﾀﾞ)

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
基礎英会話Ⅰ
基礎英会話Ⅱ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
基礎英会話Ⅰ
基礎英会話Ⅱ

兼任 講師

岡田 高嘉
(40)

<平成31年4月>
博士(経済学) 兼任 講師

岡田 高嘉
(41)

<平成31年4月>
博士(経済学) 兼任 講師

岡田 高嘉
(42)

<平成31年4月>
博士(経済学) 兼任 講師

岡田 高嘉
(43)

<平成31年4月>
博士(経済学)

世界の憲法 世界の憲法 世界の憲法 世界の憲法

兼任 講師

荻野　覚
(53)

<平成31年4月>
修士(経営学)

International Economics

兼任 講師

Bisset Ian James
(48)

<令和2年4月>
博士（アジア太平洋学） 兼任 講師

Bisset Ian James
(49)

<令和2年4月>
博士（アジア太平洋学）

International Economics International Economics

兼任 講師

梶川 正
(64)

<令和3年4月>
商学修士

兼任 講師

梶川 正
(65)

<令和3年4月>
商学修士

兼任 講師

梶川 正
(66)

<令和2年4月>
商学修士

兼任 講師

梶川 正
(67)

<令和2年4月>
商学修士

情報科教育法Ⅰ
情報科教育法Ⅱ
情報と職業
情報社会と情報倫理

情報科教育法Ⅰ
情報科教育法Ⅱ
情報と職業
情報社会と情報倫理

情報科教育法Ⅰ
情報科教育法Ⅱ
情報と職業
情報社会と情報倫理
中級簿記演習

情報科教育法Ⅰ
情報科教育法Ⅱ
情報と職業
情報社会と情報倫理
中級簿記演習

兼任 講師

柏木 士郎
(46)

<平成31年4月>
修士(経済学)※ 兼任 講師

柏木 士郎
(47)

<平成31年4月>
修士(経済学)※

社会人基礎学力基礎 社会人基礎学力基礎

兼任 講師

金原 光広
(55)

<平成31年4月>
社会科学士

兼任 講師

金原 光広
(56)

<平成31年4月>
社会科学士

兼任 講師

金原 光広
(57)

<平成31年4月>
社会科学士

兼任 講師

金原 光広
(58)

<平成31年4月>
社会科学士

ビジネス・シミュレーション・
ゲーム

ビジネス・シミュレーショ
ン・ゲーム

ビジネス・シミュレーション・
ゲーム

ビジネス・シミュレーション・
ゲーム
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

家村(宮岸) 伸子
(49)

<平成31年4月>
博士(教育学)

兼任 講師

家村(宮岸) 伸子
(50)

<平成31年4月>
博士(教育学)

兼任 講師

家村(宮岸) 伸子
(51)

<平成31年4月>
博士(教育学)

兼任 講師

家村(宮岸) 伸子
(52)

<平成31年4月>
博士(教育学)

日本語文章表現
日本語(基礎Ｃ)
日本語(基礎Ｄ)
日本語(発展Ａ)
ビジネス日本語Ａ

日本語文章表現
日本語(基礎Ｃ)
日本語(基礎Ｄ)
日本語(発展Ａ)
ビジネス日本語Ａ

日本語文章表現
日本語(基礎Ｃ)
日本語(基礎Ｄ)
日本語(発展Ａ)
ビジネス日本語Ａ

日本語文章表現
日本語(基礎Ｃ)
日本語(基礎Ｄ)
日本語(発展Ａ)
ビジネス日本語Ａ

兼任 講師

河口 忠史
(56)

<平成31年4月>
工学士

兼任 講師

河口 忠史
(57)

<平成31年4月>
工学士

兼任 講師

河口 忠史
(58)

<平成31年4月>
工学士

兼任 講師

河口 忠史
(59)

<平成31年4月>
工学士

不動産実務法務Ⅰ
不動産実務法務Ⅱ
不動産実務法務Ⅲ

不動産実務法務Ⅰ
不動産実務法務Ⅱ
不動産実務法務Ⅲ

不動産実務法務Ⅰ
不動産実務法務Ⅱ
不動産実務法務Ⅲ

不動産実務法務Ⅰ
不動産実務法務Ⅱ
不動産実務法務Ⅲ

兼任 講師

河野 弥生
(52)

<平成31年4月>
修士(学術)※ 兼任 講師

河野 弥生
(53)

<平成31年4月>
修士(学術)※ 兼任 講師

河野 弥生
(54)

<平成31年4月>
修士(学術)※ 兼任 講師

河野 弥生
(55)

<平成31年4月>
修士(学術)※

日本の政治 日本の政治 日本の政治 日本の政治

兼任 講師

記谷 伸彦
(43)

<令和2年4月>
学士(工学)

兼任 講師

記谷 伸彦
(44)

<令和2年4月>
学士(工学)

兼任 講師

記谷 伸彦
(45)

<令和2年4月>
学士(工学)

兼任 講師

記谷 伸彦
(46)

<令和2年4月>
学士(工学)

画像処理演習
マルチメディア演習

画像処理演習
マルチメディア演習

画像処理演習
マルチメディア演習

画像処理演習
マルチメディア演習

兼任 講師

金 炫勇
(44)

<平成31年4月>
博士(教育学)

兼任 講師

金 炫勇
(45)

<平成31年4月>
博士(教育学)

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

兼任 講師

李 正樹
(53)

<令和2年4月>
教育学博士

兼任 講師

李 正樹
(54)

<令和2年4月>
教育学博士

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

兼任 講師

木村 亮平
(38)

<平成31年4月>
学士(経済学)

兼任 講師

木村 亮平
(39)

<平成31年4月>
学士(経済学)

兼任 講師

木村 亮平
(40)

<平成31年4月>
学士(経済学)

兼任 講師

木村 亮平
(41)

<平成31年4月>
学士(経済学)

プロスポーツによる広島活性化講
座

プロスポーツによる広島活性
化講座

プロスポーツによる広島活性化講
座

プロスポーツによる広島活性化
講座

兼任 講師

久保田 浩二
(61)

<平成31年4月>
工学士

兼任 講師

久保田 浩二
(62)

<平成31年4月>
工学士

兼任 講師

久保田 浩二
(63)

<平成31年4月>
工学士

兼任 講師

久保田 浩二
(64)

<平成31年4月>
工学士

ビジネス・シミュレーション・
ゲーム

ビジネス・シミュレーショ
ン・ゲーム

ビジネス・シミュレーション・
ゲーム

ビジネス・シミュレーション・
ゲーム

兼任 講師

熊尾 紗耶
(27)

<平成31年4月>
修士(文学)

日本語文章表現

兼任 講師

坂水 貴司
(29)

<平成31年4月>
博士(学術)

日本語文章表現

兼任 講師

阿部 翔太
(25)

<令和2年4月>
学士(文学) 兼任 講師

阿部 翔太
(26)

<令和2年4月>
学士(文学)

日本語文章表現 日本語文章表現

兼任 講師

倉橋 孝博
(47)

<平成31年4月>
学士(教育学)

兼任 講師

倉橋 孝博
(48)

<平成31年4月>
学士(教育学)

兼任 講師

倉橋 孝博
(49)

<平成31年4月>
学士(教育学)

兼任 講師

倉橋 孝博
(50)

<平成31年4月>
学士(教育学)

ライフプラン(人生設計)でやる気
づくり

ライフプラン(人生設計)でや
る気づくり

ライフプラン(人生設計)でやる気
づくり

ライフプラン(人生設計)でやる
気づくり

兼任 講師

坂本 小百合
(50)

<平成31年4月>
教育学士

兼任 講師

坂本 小百合
(51)

<平成31年4月>
教育学士

兼任 講師

坂本 小百合
(52)

<平成31年4月>
教育学士

兼任 講師

坂本 小百合
(53)

<平成31年4月>
教育学士

情報入門演習Ａ
情報入門演習Ｂ
情報活用演習Ａ
情報活用演習Ｂ

情報入門演習Ａ
情報入門演習Ｂ
情報活用演習Ａ
情報活用演習Ｂ

情報入門演習Ａ
情報入門演習Ｂ
情報活用演習Ａ
情報活用演習Ｂ

情報入門演習Ａ
情報入門演習Ｂ
情報活用演習Ａ
情報活用演習Ｂ

兼任 講師

坂本 聖子
(58)

<平成31年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

坂本 聖子
(59)

<平成31年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

坂本 聖子
(60)

<平成31年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

坂本 聖子
(61)

<平成31年4月>
修士(文学)※

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ

兼任 講師

坂本 はるえ
(44)

<平成31年4月>
修士(文学)

兼任 講師

坂本 はるえ
(45)

<平成31年4月>
修士(文学)

兼任 講師

坂本 はるえ
(46)

<平成31年4月>
修士(文学)

兼任 講師

坂本 はるえ
(47)

<平成31年4月>
修士(文学)

日本語Ｂ※
日本語(発展Ｃ)
ビジネス日本語Ｂ

日本語Ｂ※
日本語(発展Ｃ)
ビジネス日本語Ｂ

日本語Ｂ※
日本語(発展Ｃ)
ビジネス日本語Ｂ

日本語Ｂ※
日本語(発展Ｃ)
ビジネス日本語Ｂ

兼任 講師

佐藤 達男
(54)

<令和3年4月>
博士(学術)

兼任 講師

佐藤 達男
(55)

<令和3年4月>
博士(学術)

兼任 講師

佐藤 達男
(56)

<令和3年4月>
博士(学術)

兼任 講師

佐藤 達男
(57)

<令和3年4月>
博士(学術)

プロジェクトマネジメント
リスクマネジメント

プロジェクトマネジメント
リスクマネジメント

プロジェクトマネジメント
リスクマネジメント

プロジェクトマネジメント
リスクマネジメント
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

河合 信晴
(45)

<令和3年4月>
Dr.Phil. (Zeitgeschichte)

（ﾄﾞｲﾂ)

兼任 講師

佐藤 道雄
(54)

<平成31年4月>
文学修士

兼任 講師

佐藤 道雄
(55)

<平成31年4月>
文学修士

兼任 講師

佐藤 道雄
(56)

<平成31年4月>
文学修士

兼任 講師

佐藤 道雄
(57)

<平成31年4月>
文学修士

日本語Ａ※
日本語Ｂ※

日本語Ａ※
日本語Ｂ※

日本語Ａ※
日本語Ｂ※

日本語Ａ※
日本語Ｂ※

兼任 講師

志賀 誠治
(62)

<平成31年4月>
教育学士

兼任 講師

志賀 誠治
(63)

<平成31年4月>
教育学士

兼任 講師

志賀 誠治
(64)

<平成31年4月>
教育学士

兼任 講師

志賀 誠治
(65)

<平成31年4月>
教育学士

興動館プロジェクトとコミュニ
ケーション

興動館プロジェクトとコミュ
ニケーション

興動館プロジェクトとコミュニ
ケーション

興動館プロジェクトとコミュニ
ケーション

兼任 講師

周 躍
(28)

<平成31年4月>
修士(文学)

資格英語Ⅲ
資格英語Ⅳ

兼任 講師

先坊 幸子
(43)

<平成31年4月>
博士(文学)

文章表現演習・標準

兼任 講師

Frank Thornton
(57)

<平成31年4月>
Bachelor of Behavioral Science

(ｱﾒﾘｶ) 兼任 講師

Frank Thornton
(58)

<平成31年4月>
Bachelor of Behavioral

Science
(ｱﾒﾘｶ)

兼任 講師

Frank Thornton
(59)

<平成31年4月>
Bachelor of Behavioral Science

(ｱﾒﾘｶ) 兼任 講師

Frank Thornton
(60)

<平成31年4月>
Bachelor of Behavioral

Science
(ｱﾒﾘｶ)

スポーツで学ぶ共生力 スポーツで学ぶ共生力 スポーツで学ぶ共生力 スポーツで学ぶ共生力

兼任 講師

園田 真由
(39)

<令和2年4月>
学士(文学)

兼任 講師

園田 真由
(40)

<令和2年4月>
学士(文学)

情報活用演習Ｃ 情報活用演習Ｃ

兼任 講師

竹本 伸
(63)

<平成31年4月>
文学士

兼任 講師

竹本 伸
(64)

<平成31年4月>
文学士

兼任 講師

竹本 伸
(65)

<平成31年4月>
文学士

兼任 講師

竹本 伸
(66)

<平成31年4月>
文学士

日本の地理
世界の地理Ⅰ
世界の地理Ⅱ

日本の地理
世界の地理Ⅰ
世界の地理Ⅱ

日本の地理
世界の地理Ⅰ
世界の地理Ⅱ

日本の地理
世界の地理Ⅰ
世界の地理Ⅱ

兼任 講師

竹本 真希子
(46)

<平成31年4月>
Dr. rer. pol.

(Doctor rerum politicarum)
(ﾄﾞｲﾂ)

兼任 講師

竹本 真希子
(47)

<平成31年4月>
Dr. rer. pol.

(Doctor rerum politicarum)
(ﾄﾞｲﾂ)

兼任 講師

竹本 真希子
(48)

<平成31年4月>
（令和2年度在外研究）

Dr. rer. pol.(Doctor rerum
politicarum)(ﾄﾞｲﾂ)

兼任 講師

竹本 真希子
(49)

<平成31年4月>
（令和3年度在外研究）

Dr. rer. pol.(Doctor rerum
politicarum)(ﾄﾞｲﾂ)

世界の思想と現代社会Ⅱ 世界の思想と現代社会Ⅱ 世界の思想と現代社会Ⅱ 世界の思想と現代社会Ⅱ

日本の歴史Ⅲ 日本の歴史Ⅲ 日本の歴史Ⅲ

兼任 講師

斎藤 祥平
(34)

<令和2年4月>
博士（学術）

世界の思想と現代社会Ⅱ

世界の思想と現代社会Ⅱ

兼任 講師

常山 慶三
(53)

<令和2年4月>
経済学士

兼任 講師

常山 慶三
(54)

<令和2年4月>
経済学士

兼任 講師

常山 慶三
(55)

<令和2年4月>
経済学士

兼任 講師

常山 慶三
(56)

<令和2年4月>
経済学士

資産運用実務Ⅰ
資産運用実務Ⅱ

資産運用実務Ⅰ
資産運用実務Ⅱ

資産運用実務Ⅰ
資産運用実務Ⅱ

資産運用実務Ⅰ
資産運用実務Ⅱ

兼任 講師

田中 健
(53)

<平成31年4月>
博士(文学) 兼任 講師

田中 健
(54)

<平成31年4月>
博士(文学) 兼任 講師

田中 健
(55)

<平成31年4月>
博士(文学) 兼任 講師

田中 健
(56)

<平成31年4月>
博士(文学)

生命倫理 生命倫理 生命倫理 生命倫理

兼任 講師

土山 ゆかり
(51)

<令和2年4月>
経済学士

兼任 講師

土山 ゆかり
(52)

<令和2年4月>
経済学士

兼任 講師

土山 ゆかり
(53)

<令和2年4月>
経済学士

兼任 講師

土山 ゆかり
(54)

<令和2年4月>
経済学士

ＩＴ戦略とマネージメント
情報化技術

ＩＴ戦略とマネージメント
情報化技術

ＩＴ戦略とマネージメント
情報化技術
情報入門演習Ｓ

ＩＴ戦略とマネージメント
情報化技術
情報入門演習Ｓ

日本の歴史Ⅲ

兼任 講師

上垣 このみ
(35)

<令和2年9月>
学士(商学)

兼任 講師

上垣 このみ
(36)

<令和2年9月>
学士(商学)

情報活用演習Ｃ 情報活用演習Ｃ

兼任 講師

棚橋 久美子
(60)

<平成31年4月>
文学修士※ 兼任 講師

棚橋 久美子
(61)

<平成31年4月>
文学修士※ 兼任 講師

棚橋 久美子
(62)

<平成31年4月>
文学修士※

兼任 講師

勝部 眞人
(67)

<令和2年9月>
博士(文学)

兼任 講師

棚橋 久美子
(63)

<平成31年4月>
文学修士※

日本の歴史Ⅲ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

西井 美穂
(58)

<令和3年9月>
博士（学術）

英語表現・標準Ⅰ
英語表現・標準Ⅱ

兼任 講師

西浦 寛子
(43)

<令和3年4月>
修士（文学）

英語理解・標準Ⅰ
英語理解・標準Ⅱ

兼任 講師

豊島 桂子
(62)

<令和2年4月>
Master of Arts(ｱﾒﾘｶ)

兼任 講師

豊島 桂子
(63)

<令和2年4月>
Master of Arts(ｱﾒﾘｶ)

兼任 講師

豊島 桂子
(64)

<令和2年4月>
Master of Arts(ｱﾒﾘｶ)

英語理解・基礎徹底Ⅰ
英語理解・基礎徹底Ⅱ

英語理解・基礎徹底Ⅰ
英語理解・基礎徹底Ⅱ

英語理解・基礎徹底Ⅰ
英語理解・基礎徹底Ⅱ

兼任 講師

中元 さおり
(42)

<平成31年4月>
博士(文学)

兼任 講師

中元 さおり
(43)

<平成31年4月>
博士(文学)

兼任 講師

中元 さおり
(44)

<平成31年4月>
博士(文学)

日本語文章表現
文章表現演習・標準

日本語文章表現
文章表現演習・標準

日本語文章表現
文章表現演習・標準

兼任 講師

土居 智典
(45)

<平成31年4月>
博士(文学) 兼任 講師

土居 智典
(46)

<平成31年4月>
博士(文学) 兼任 講師

土居 智典
(47)

<平成31年4月>
博士(文学) 兼任 講師

土居 智典
(48)

<平成31年4月>
博士(文学)

世界の思想と現代社会Ⅲ 世界の思想と現代社会Ⅲ 世界の思想と現代社会Ⅲ 世界の思想と現代社会Ⅲ

兼任 講師

沖田 悟傳
(61)

<令和3年4月>
教育学士 兼任 講師

沖田 悟傳
(62)

<令和3年4月>
教育学士

思考力開発※ 思考力開発※

兼任 講師

仲村 正彦
(59)

<平成31年4月>
農学士 兼任 講師

仲村 正彦
(60)

<平成31年4月>
農学士 兼任 講師

仲村 正彦
(61)

<平成31年4月>
農学士 兼任 講師

仲村 正彦
(62)

<平成31年4月>
農学士

森の社会貢献実践 森の社会貢献実践 森の社会貢献実践 森の社会貢献実践

兼任 講師

西森 章子
(46)

<令和2年4月>
修士(人間科学) 兼任 講師

西森 章子
(47)

<令和2年4月>
修士(人間科学) 兼任 講師

西森 章子
(48)

<令和2年4月>
修士(人間科学) 兼任 講師

西森 章子
(49)

<令和2年4月>
修士(人間科学)

教育方法学
教育方法学（教育課程論を含
む）

教育方法学（教育課程論を含む）
教育方法学（教育課程論を含
む）

兼任 講師

中山(佐藤) 真美
(48)

<令和3年4月>
学士(文学)

兼任 講師

中山(佐藤) 真美
(49)

<令和3年4月>
学士(文学)

教職教養
思考力開発

教職教養
思考力開発

兼任 講師

橋本 朝子
(62)

<令和2年4月>
博士(文学)

兼任 講師

橋本 朝子
(63)

<令和2年4月>
博士(文学)

資格英語Ⅰ
資格英語Ⅱ

英語理解・基礎徹底Ⅰ
英語理解・基礎徹底Ⅱ
資格英語Ⅰ
資格英語Ⅱ

兼任 講師

西本 純子
(58)

<令和2年4月>
修士(文学)※

Master of Arts(ｲｷﾞﾘｽ)
兼任 講師

西本 純子
(59)

<令和2年4月>
修士(文学)※

Master of Arts(ｲｷﾞﾘｽ)
兼任 講師

西本 純子
(60)

<令和2年4月>
修士(文学)※

Master of Arts(ｲｷﾞﾘｽ)
兼任 講師

西本 純子
(61)

<令和2年4月>
修士(文学)※

Master of Arts(ｲｷﾞﾘｽ)

英語理解・基礎徹底Ⅰ
英語理解・基礎徹底Ⅱ
英語理解・標準Ⅰ
英語理解・標準Ⅱ

英語理解・基礎徹底Ⅰ
英語理解・基礎徹底Ⅱ
英語理解・標準Ⅰ
英語理解・標準Ⅱ

英語理解・基礎徹底Ⅰ
英語理解・基礎徹底Ⅱ
英語理解・標準Ⅰ
英語理解・標準Ⅱ

英語理解・基礎徹底Ⅰ
英語理解・基礎徹底Ⅱ
英語理解・標準Ⅰ
英語理解・標準Ⅱ

兼任 講師

波多間 純子
(50)

<令和2年4月>
文学士

兼任 講師

波多間 純子
(51)

<令和2年4月>
文学士

資産運用実務Ⅰ
資産運用実務Ⅱ

資産運用実務Ⅰ
資産運用実務Ⅱ

兼任 講師

野本 敏生
（54)

<平成31年4月>
修士(法学)※ 兼任 講師

野本 敏生
（55)

<平成31年4月>
修士(法学)※ 兼任 講師

野本 敏生
（56)

<平成31年4月>
修士(法学)※ 兼任 講師

野本 敏生
（57)

<平成31年4月>
修士(法学)※

環境法 環境法 環境法 環境法

兼任 講師

藤山 益美
(41)

<令和2年4月>
博士(文学) 兼任 講師

藤山 益美
(42)

<令和2年4月>
博士(文学)

日本語文章表現 日本語文章表現

兼任 講師

橋本 弘
(36)

<平成31年4月>
学士(商学)

兼任 講師

橋本 弘
(37)

<平成31年4月>
学士(商学)

兼任 講師

橋本 弘
(38)

<平成31年4月>
学士(商学)

兼任 講師

橋本 弘
(39)

<平成31年4月>
学士(商学)

簿記論Ⅰ
簿記論Ⅱ
財務諸表論Ⅰ
財務諸表論Ⅱ

簿記論Ⅰ
簿記論Ⅱ
財務諸表論Ⅰ
財務諸表論Ⅱ

簿記論Ⅰ
簿記論Ⅱ
財務諸表論Ⅰ
財務諸表論Ⅱ

簿記論Ⅰ
簿記論Ⅱ
財務諸表論Ⅰ
財務諸表論Ⅱ

兼任 講師

原田 浩幸
(57)

<平成31年4月>
博士(学術) 兼任 講師

原田 浩幸
(58)

<平成31年4月>
博士(学術) 兼任 講師

原田 浩幸
(59)

<平成31年4月>
博士(学術) 兼任 講師

原田 浩幸
(60)

<平成31年4月>
博士(学術)

自然科学Ｃ 自然科学Ｃ 自然科学Ｃ 自然科学Ｃ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

森信吉
(66)

<令和3年4月>
修士（教育学）

特別支援教育概論

兼任 講師

古本 勝則
(63)

<平成31年4月>
文学修士

兼任 講師

古本 勝則
(64)

<平成31年4月>
文学修士

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ

必修英語ＡⅠ
必修英語ＡⅡ

兼任 講師

Szuba Jamie
(42)

<令和2年4月>
Master of Arts (ｲｷﾞﾘｽ)

兼任 講師

Szuba Jamie
(43)

<令和2年4月>
Master of Arts (ｲｷﾞﾘｽ)

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・標準Ⅰ
英語表現・標準Ⅱ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・基礎徹底Ⅰ
英語表現・基礎徹底Ⅱ
英語表現・標準Ⅰ
英語表現・標準Ⅱ
基礎英会話Ⅰ
基礎英会話Ⅱ

兼任 講師

古田 ユミ
(46)

<平成31年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

古田 ユミ
(47)

<平成31年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

古田 ユミ
(48)

<平成31年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

古田 ユミ
(49)

<平成31年4月>
修士(文学)※

資格英語Ⅰ
資格英語Ⅱ

資格英語Ⅰ
資格英語Ⅱ

資格英語Ⅰ
資格英語Ⅱ

資格英語Ⅰ
資格英語Ⅱ

兼任 講師

堀江 清二
(45)

<平成31年4月>
学士(文学) 兼任 講師

堀江 清二
(46)

<平成31年4月>
学士(文学) 兼任 講師

堀江 清二
(47)

<平成31年4月>
学士(文学) 兼任 講師

堀江 清二
(48)

<平成31年4月>
学士(文学)

みんなで教材を創ろう みんなで教材を創ろう みんなで教材を創ろう みんなで教材を創ろう

兼任 講師

Matthew Thomas Vaughan
(39)

<平成31年4月>
Bachelor of International

Studies (ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

兼任 講師

Matthew Thomas Vaughan
(40)

<平成31年4月>
Bachelor of International

Studies (ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・標準Ⅰ
英語表現・標準Ⅱ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ
英語表現・標準Ⅰ
英語表現・標準Ⅱ

兼任 講師

松浦 久幸
（48)

<平成31年4月>
学士(経済学) 兼任 講師

松浦 久幸
（49)

<平成31年4月>
学士(経済学) 兼任 講師

松浦 久幸
（50)

<平成31年4月>
学士(経済学) 兼任 講師

松浦 久幸
（51)

<平成31年4月>
学士(経済学)

戦略ＭＧ(マネジメントゲーム)
戦略ＭＧ(マネジメントゲー
ム)

戦略ＭＧ(マネジメントゲーム) 戦略ＭＧ(マネジメントゲーム)

兼任 講師

細川 志織
(43)

<平成31年4月>
学士(外国研究) 兼任 講師

細川 志織
(44)

<平成31年4月>
学士(外国研究) 兼任 講師

細川 志織
(45)

<平成31年4月>
学士(外国研究) 兼任 講師

細川 志織
(46)

<平成31年4月>
学士(外国研究)

興動館プロジェクトと企画力 興動館プロジェクトと企画力 興動館プロジェクトと企画力 興動館プロジェクトと企画力

兼任 講師

宮本 英征
(45)

<平成31年4月>
博士(教育学)

世界の歴史Ⅰ
世界の歴史Ⅱ

兼任 講師

堀田 哲一郎
(59)

<令和2年4月>
修士(教育学)※ 兼任 講師

堀田 哲一郎
(60)

<令和2年4月>
修士(教育学)※ 兼任 講師

堀田 哲一郎
(61)

<令和2年4月>
修士(教育学)※

特別支援教育概論 特別支援教育概論 特別支援教育概論

兼任 講師

山崎 初枝
(63)

<平成31年4月>
修士(人間文化学) 兼任 講師

山崎 初枝
(64)

<平成31年4月>
修士(人間文化学)

健康科学 健康科学

兼任 講師

三木 島彦
(59)

<平成31年4月>
文学修士

兼任 講師

三木 島彦
(60)

<平成31年4月>
文学修士

兼任 講師

三木 島彦
(61)

<平成31年4月>
文学修士

兼任 講師

三木 島彦
(62)

<平成31年4月>
文学修士

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

兼任 講師

山田 浩之
(54)

<令和3年4月>
博士(教育学)

兼任 講師

山田 浩之
(55)

<令和3年4月>
博士(教育学)

兼任 講師

山田 浩之
(56)

<令和3年4月>
博士(教育学)

兼任 講師

山田 浩之
(57)

<令和3年4月>
博士(教育学)

特別活動・総合的な学習の時間の
指導法

特別活動・総合的な学習の時
間の指導法

特別活動・総合的な学習の時間の
指導法

特別活動・総合的な学習の時間
の指導法

兼任 講師

矢野 宗宏
(61)

<平成31年4月>
法学士 兼任 講師

矢野 宗宏
(62)

<平成31年4月>
法学士 兼任 講師

矢野 宗宏
(63)

<平成31年4月>
法学士 兼任 講師

矢野 宗宏
(64)

<平成31年4月>
法学士

「笑い」のパワー・生きる力 「笑い」のパワー・生きる力 「笑い」のパワー・生きる力 「笑い」のパワー・生きる力

日本語Ａ※
日本語(基礎Ａ)
日本語(基礎Ｅ)
日本語(発展Ｂ)
ビジネス日本語Ｃ

日本語Ａ※
日本語(基礎Ａ)
日本語(基礎Ｅ)
日本語(発展Ｂ)
ビジネス日本語Ｃ

日本語Ａ※
日本語(基礎Ａ)
日本語(基礎Ｅ)
日本語(発展Ｂ)
ビジネス日本語Ｃ

日本語Ａ※
日本語(基礎Ａ)
日本語(基礎Ｅ)
日本語(発展Ｂ)
ビジネス日本語Ｃ

兼任 講師

野瀬　由佳
(40)

<令和2年4月>
博士（健康科学） 兼任 講師

野瀬　由佳
(41)

<令和2年4月>
博士（健康科学）

健康科学 健康科学

兼任 講師

山中 康子
(54)

<平成31年4月>
修士(教育学)

兼任 講師

山中 康子
(55)

<平成31年4月>
修士(教育学)

兼任 講師

山中 康子
(56)

<平成31年4月>
修士(教育学)

兼任 講師

山中 康子
(57)

<平成31年4月>
修士(教育学)
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

英語表現・標準Ⅰ
英語表現・標準Ⅱ
基礎英会話Ⅰ
基礎英会話Ⅱ

兼任 講師

吉村 千里
(42)

<平成31年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

吉村 千里
(43)

<平成31年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

吉村 千里
(44)

<平成31年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

吉村 千里
(45)

<平成31年4月>
修士(文学)※

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ

必修英語ＢⅠ
必修英語ＢⅡ

兼任 講師

羅 穎
(52)

<平成31年4月>
修士(学術)

兼任 講師

羅 穎
(53)

<平成31年4月>
修士(学術)

兼任 講師

羅 穎
(54)

<平成31年4月>
修士(学術)

兼任 講師

羅 穎
(55)

<平成31年4月>
修士(学術)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

Yoshioka Connie
(42)

<平成31年4月>
Master of Arts(TESOL) (ｲｷﾞﾘｽ)
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

・ クラスの再編を理由として、高岡義幸教授（専）の担当科目から「大学入門ゼミ」「興動人入門ゼミ」を削除
・ クラスの再編を理由として、山村 耕一郎教授（専）の担当科目から「大学入門ゼミ」「興動人入門ゼミ」を削除
・ 教育内容充実を理由として、「大学入門ゼミ」「興動人入門ゼミ」のクラスを再編し、岡本恵子教授（兼坦）の担当科目に追加
・ 三山緑准教授（兼坦）の就任辞退にともない、「教職入門」科目の担当者再編のため、田中泉教授（兼坦）の担当科目から削除
・ 三山緑准教授（兼坦）の就任辞退にともない、「教職入門」科目担当を胤森裕暢教授（兼坦）に変更
・ 教育内容充実のため、寺本 康俊教授（兼坦）を採用
・ 永田靖教授（兼坦）就任辞退
・ 永田靖教授（兼坦）の就任辞退により、「インターンシップⅠ(国内)」科目担当を林和夫教授（兼坦）に変更
・ 永田靖教授（兼坦）の就任辞退により、「経営実践」科目担当を藤原久嗣准教授（兼坦）に変更
・ 広田堅志教授（兼坦）令和元年度海外留学
・ 広田堅志教授（兼坦）の海外留学により、「ゲームを通じてグローバル社会を理解しよう」科目担当を栗原理講師（兼任）に変更（令和元年のみ）
・ 山内昌斗教授（兼坦）の就任辞退により、「わが人生の転機Ⅱ（同窓生編）」科目担当を餅川正雄教授（兼坦）に変更
・ 山内昌斗教授（兼坦）就任辞退
・ 山本公平教授（兼坦）就任辞退
・ 山本公平教授（兼担）の就任辞退により、「「笑い」のパワー・生きる力」科目担当を山本公平講師（兼任）に変更
・ 平成31年4月木本 一成（兼坦）の職位を准教授から教授に昇格
・ 兼任講師就任辞退によるクラス再編にともない、重野(白田) 裕美准教授（兼坦）の担当科目に「日本語文章表現」を追加
・ 三山緑准教授（兼坦）就任辞退
・ 三山緑准教授（兼坦）の就任辞退により、「教育制度論」科目担当を岡本徹講師（兼任）に変更
・ 三山緑准教授（兼坦）の就任辞退により、「教育原理」科目担当を宮崎康子講師（兼任）に変更
・ 兼任講師就任辞退によるクラス再編にともない、後任として合田優子講師（兼坦）を採用。
・ 兼任講師就任辞退によるクラス再編にともない、Forrest, Richard Andrew講師（兼坦）の担当科目に「英語表現・標準Ⅰ・Ⅱ」を追加
・ 平成31年4月平下義記（兼坦）の職位を助教から准教授に昇格
・ 平成31年4月森瑞樹（兼坦）の職位を助教から准教授に昇格
・ 兼任講師就任辞退によるクラス再編にともない、David Williams講師（兼任）の担当科目に「基礎英会話Ⅰ・Ⅱ」を追加
・ 教育内容充実のため、荻野覚講師（兼任）を採用
・ 熊尾紗耶講師（兼任）就任辞退
・ 熊尾 紗耶講師（兼任）の就任辞退により、後任として坂水貴司講師（兼任）を採用。
・ 周躍講師（兼任）就任辞退
・ 先坊幸子講師（兼任）就任辞退
・ 宮本英征講師（兼任）就任辞退
・ Yoshioka Connie講師（兼任）就任辞退
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【令和元年度】

【令和２年度】
　　　　 　　　　

令和2年3月、高岡義幸教授（専任）定年により退職

溝下博教授（専任）就任にともない、堀江浩司教授（兼担）の経営学部経営学科からメディアビジネス学部ビジネス情報学科への転科取消

令和2年4月、高岡義幸教授（専任）の後任として溝下博教授（専任）就任

インターンシップⅠ（国内）科目担当を、堀江浩司教授（専任）から堀江浩司教授（兼担）に変更

令和2年3月、山村耕一郎教授（専任）定年により退職

田浦元教授（専任）就任にともない、得津康義教授（兼担）の経済学部経済学科からメディアビジネス学部ビジネス情報学科への転科取消

令和2年4月、山村耕一郎教授（専任）の後任として田浦元教授（専任）就任

溝下博教授（専任）の就任にともない、関隆教助教（専任）の担当科目から「ビジネスと戦略」を削除

クラス再編にともない、岡本恵子教授（兼坦）の担当科目に「大学入門ゼミ」「興動人入門ゼミ」を追加

中山(佐藤)真由美講師（兼任）就任辞退により、神田義浩教授（兼担）の担当科目に「思考力開発※」を追加

中山(佐藤)真由美講師（兼任）就任辞退により、田中泉教授（兼担）の担当科目に「思考力開発※」を追加

前馬優策准教授（兼坦）の就任にともない、「教職入門」科目担当を分担に変更

中山(佐藤)真由美講師（兼任）就任辞退により、胤森裕暢教授（兼担）の担当科目に「思考力開発※」を追加

「インターンシップⅠ(国内)」科目担当を林和夫教授（兼坦）から藤口光紀教授（兼担）に変更

柏木士郎講師（兼任）の退職により、平岡賢治教授（兼担）の担当科目に「社会人基礎学力基礎」を追加

令和2年3月、栗原理講師（兼任）代行終了のため退職

令和2年4月、宮田庄悟教授（兼担）就任

中山(佐藤)真由美講師（兼任）就任辞退により、餅川正雄教授（兼担）の担当科目に「思考力開発※」を追加

令和2年3月、森田裕司教授（兼担）退職

令和2年4月、森田裕司教授（兼担）の後任として、上手幸治准教授（兼担）が就任

令和2年3月、重野(白田)裕美准教授（兼担）退職

令和2年4月、重野(白田)裕美准教授（兼担）の後任として、坂水貴司助教（兼担）が就任

令和2年4月、重野(白田)裕美准教授（兼担）の後任として、重野(白田)裕美講師（兼任）が就任

宮崎康子講師（兼任）退職

令和2年4月、令和元年3月退職の三山緑准教授（兼担）の後任として、前馬優策准教授（兼担）が就任

松榮豊貴助教（兼担）の就任にともない、山根(大和田)智沙子准教授（兼担）の担当科目から「インターンシップⅠ（国内）」を削除

クラス再編にともない、山根(大和田)智沙子准教授（兼担）の担当科目に「マクロ経済学基礎Ⅰ」を追加

令和2年4月、松榮豊貴助教（兼担）就任

藤田香織講師（兼担）、令和2年度育児休暇取得。当該年次の担当科目は同科目担当教員（兼担）が代行

クラス再編にともない、藤田香織講師（兼担）の担当科目に「必修英語ＢⅡ」を追加

令和2年4月、中川梓講師（兼任）就任

令和2年4月藤山和久（兼坦）の職位を助教から准教授に昇格

クラス再編にともない、藤山和久准教諭（兼担）の担当科目に「必修英語ＡⅠ・Ⅱ」を追加

クラス再編にともない、森瑞樹准教授（兼担）の担当科目に「必修英語ＡⅠ・Ⅱ」「必修英語ＣⅠ」を追加

令和2年4月宮辻渉（兼坦）の職位を助教から准教授に昇格

池松由紀講師（兼任）就任辞退

大多正人講師（兼任）就任辞退

池松由紀講師（兼任）、大多正人講師（兼任）の就任辞退により、「キャリアスキルズⅠ・Ⅱ」の科目担当を松川佳洋教授（兼担）に変更

荻野覚講師（兼任）退職

荻野覚講師（兼任）の後任として、Bisset Ian James講師（兼任）を採用

教育内容充実のため、梶川正講師（兼任）の担当科目に「中級簿記演習」を追加し、就任年月日を令和2年4月に変更

柏木士郎講師（兼任）退職

金炫勇講師（兼任）退職

金炫勇講師（兼任）の後任として、李正樹講師（兼任）を採用

坂水貴司講師（兼任）退職

古本勝則講師（兼任）退職

Matthew Thomas Vaughan講師（兼任）退職

Matthew Thomas Vaughan講師（兼任）の後任として、Szuba Jamie講師（兼任）を採用

坂水貴司講師（兼任）の退職により、後任として阿部翔太講師（兼任）を採用

竹本真希子講師（兼任）令和2年度本務校在外研究。当該年次の担当科目については、斎藤祥平講師（兼任）が代行

竹本真希子講師（兼任）の在外研究により、「世界の思想と現代社会Ⅱ」科目代行として、斎藤祥平講師（兼任）を採用（令和2年度のみ）

教育内容充実のため、土山ゆかり講師（兼任）の担当科目に「情報入門演習Ｓ」を追加

中山(佐藤)真美講師（兼任）就任辞退

中山(佐藤)真美講師（兼任）の後任として、沖田悟傳講師（兼任）を採用

クラス再編により、橋本朝子講師（兼任）を採用

クラス再編により、藤山益美講師（兼任）を採用

波多間純子講師（兼任）就任辞退
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・

・

・ 園田 真由講師（兼任）前期で退職
・ 園田 真由講師（兼任）前期退職により、上垣このみ講師（兼任）を採用
・ 棚橋久美子講師（兼任）の事情により、「日本の歴史Ⅲ」科目代行として勝部眞人講師（兼任）を採用（令和2年度のみ）
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・

・
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（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

担当科目の見直しにより、田中章司郎教授（専任）の担当科目から、「演習Ⅱ」を削除

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和３年度】

担当科目の見直しにより、溝下博教授（専任）の担当科目に、「ビジネス情報入門ゼミ」「デジタルビジネス論」「IT応用事例研究」を追加

担当科目の見直しにより、田浦元教授（専任）の担当科目に、「ビジネス情報入門ゼミ」「データサイエンスとビジネス」を追加

担当科目の見直しにより、石野亜耶准教授（専任）の担当科目から、「情報入門演習Ｓ」を削除

担当科目の見直しにより、杉山克典准教授（専任）の担当科目から、「情報入門演習Ｓ」を削除

担当科目の見直しにより、久保大支助教（専任）の担当科目から、「IT応用事例研究」を削除

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

令和3年3月、小谷幸生教授（兼担）退職

小谷幸生教授（専任）の後任として、一橋信之教授（兼担）が「わが人生の転機Ⅰ(教職員編)」を担当

青谷章弘准教授（兼担）の就任にともない、高石哲弥教授（兼担）の担当科目から「数学A・B・C」「社会人基礎学力応用」を削除

胡怡助教（兼担）就任にともない、糠谷英輝教授（兼担）の担当科目から、「資本市場の役割と証券投資」を削除

令和3年4月、胡怡助教（兼担）就任

令和3年4月、関隆教（専任）の職位を助教から准教授に昇格

クラス再編にともない、岡本 恵子教授（兼坦）の担当科目に「文章表現演習・標準」を追加し、「大学入門ゼミ」「興動人入門ゼミ」を削除

令和3年3月、岡本貞雄教授（兼担）退職

令和3年4月、岡本貞雄教授（兼担）の後任として、渡辺郁夫教授（兼担）が就任

岡本貞雄教授（兼担）の後任として、岡本貞雄講師（兼任）を採用

クラス再編にともない、梶原英二准教授（兼担）の担当科目に、「必修英語ＣⅡ」を追加

クラス再編にともない、木本一成教授（兼担）の担当科目に、「大学入門ゼミ」「興動人入門ゼミ」を追加し、「文章表現演習・標準」を削除

クラス再編にともない、迫田奈美子准教授（兼担）の担当科目から、「必修英語ＢⅠ」を削除

クラス再編にともない、重野裕美講師（兼任）の担当科目に、「日本語文章表現」を追加し、「ビジネス日本語演習」「コミュニケーション実践」を削除

令和3年3月、土屋祐子准教授（兼担）退職

担当科目の見直しにより、長谷川泰志教授（兼担）の担当科目から、「ビジネス日本語演習」「企画力養成講座」を削除

令和3年3月、平岡賢治教授（兼担）退職

令和3年4月、平岡賢治教授（兼担）の後任として、青谷章弘准教授（兼担）が就任

担当科目の見直しにより、宮田庄悟教授（兼担）の担当科目に、「企画力養成講座」を追加

担当科目の見直しにより、柳川和優教授（兼担）の担当科目から、「わが人生の転機Ⅱ(同窓生編)」を削除

クラス再編にともない、森瑞樹准教授（兼坦）の担当科目から「必修英語ＡⅠ」を削除

クラス再編にともない、岩國智子講師（兼任）の担当科目に、「英語理解・基礎徹底Ⅰ・Ⅱ」を追加

David Williams講師（兼任）退職

クラス再編にともない、阿部翔太講師（兼任）の担当科目から、「日本語文章表現」を削除

竹本真希子講師（兼任）令和3年度本務校在外研究。当該年次の担当科目については、河合信晴講師（兼任）が代行

令和3年4月、土屋祐子准教授（兼担）の後任として、後藤心平准教授（兼担）が就任

令和3年9月、山田亜沙妃准教授（兼担）就任

クラス再編にともない、藤田香織講師（兼担）の担当科目に「必修英語ＢⅠ」を追加し、「必修英語ＣⅠ」を削除

クラス再編にともない、Forrest, Richard Andrew講師（兼担）の担当科目から、「英語表現・標準Ⅰ・Ⅱ」を削除

クラス再編にともない、藤山和久准教授（兼坦）の担当科目から、「必修英語ＢⅠ・Ⅱ」を削除

クラス再編により、橋本朝子講師（兼任）の担当科目に、「英語理解・基礎徹底Ⅰ・Ⅱ」を追加

クラス再編により、Szuba Jamie講師（兼任）の担当科目に、「英語表現・基礎徹底Ⅰ・Ⅱ」「基礎英会話Ⅰ・Ⅱ」を追加

堀田哲一郎講師（兼任）退職

堀田哲一郎講師（兼任）の後任として、森信吉講師（兼任）を採用

竹本真希子講師（兼任）の在外研究により、「世界の思想と現代社会Ⅱ」科目代行として河合信晴講師（兼任）を採用（令和3年度のみ）

豊島桂子講師（兼任）退職

クラス再編にともない、「英語表現・標準Ⅰ・Ⅱ」を西井美穂講師（兼任）が担当

クラス再編により、西浦寛子講師（兼任）を採用

クラス再編により、西本純子講師（兼任）の担当科目から、「英語理解・基礎徹底Ⅰ・Ⅱ」を削除

合田優子講師（兼担）令和2年3月に博士の学位を取得していたため、修士から博士に修正

山崎初枝講師（兼任）退職

山崎初枝講師（兼任）の後任として、野瀬由佳講師（兼任）を採用
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

［ 　］

0

［ 　］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（2） （8）

1 8

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（0）

［　　］ ［　1　］ ［　　　］ ［△1］ ［ 　］

4 3 0 1 8

［△1］ ［ 　］

4 3 0 1 8

（4） （2） （0）

8 4

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

4 2

歳 名 名

年齢構成

0

　（２）－③　年齢構成

0 2 8
4 3

［　　］ ［　1　］ ［　　　］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 1

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
8

0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
8
8

= 100 ％
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

科目

0 自由 0

必修

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

選択

必修 11

選択

自由 0

番　号 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 辞任等の理由担当予定科目

科目

選択 4 2

0必修必修

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

11 必修

選択

自由

科目

必修・選択・自由の別

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

1 教授 堀江 浩司 R2.3

必修 大学入門ゼミ ①

高岡義幸教授の後任として、経営学科より令
和2年4月に転科の予定であったが、溝下博教
授が新たに後任として令和2年4月に就任した
ため、転科を取消し、未就任（2）

必修 興動人入門ゼミ ①

必修 プレゼミ ①

必修 演習Ⅰ ①

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

計

必修 0

計 0

自由

0

0

自由

科目 必修 0

0

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

2

0

0

0

番　号

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

13 2

職　位

計 計計 0

2

専任教員氏名

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

0自由

人
科目

15

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

選択

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ③の合計数（c）

後任補充状況

0 科目

0 科目

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

②の合計数（b）

0

選択

辞任した教員数

0 人
選択

計

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

0 科目 計

0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0

演習Ⅱ ①

選択 インターンシップⅠ(国内) ②

必修 ビジネス概論 ①

①

選択 ビジネスデータ分析 ①

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由自由

選択 ビジネス統計学

2 教授 得津 康義 R2.3

必修 大学入門ゼミ ①

必修

山村耕一郎教授の後任として、経済学科より
令和2年4月に転科の予定であったが、田浦元
教授が新たに後任として令和2年4月に就任し
たため、転科を取消し、未就任（2）

必修 興動人入門ゼミ ①

必修 プレゼミ ①

必修 演習Ⅰ ①

必修 演習Ⅱ ①

選択 人の行動を経済学で読み解く ②
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

0 人

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

辞任等した教員数

0

2 選択

必修

0

自由 0

計 15 科目 計 13

　（３）－⑤　令和2年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

2 人

必修 11 科目 必修

0

選択 4

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

計

2 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

計 2

科目 自由 0 自由 0

①の合計数（a） ②の合計数（b）

11

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

0

後任補充状況 辞任等の理由

必修 3 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

①
R2.3.31付70歳で定年退職（2）

専任教員氏名

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

2
0 自由 0

計 3 科目 計 3 計 0

選択 0
人

自由 0

0

「大学の所見」
高岡義幸教授及び山村耕一郎教授の定年による退職にあたり、当該教員の後任として、新規に教員2名（溝下博教授、田浦元教授）を採用
した。よって、届出当初後任予定であった経営学科堀江浩司教授、経済学科得津康義教授の転科を取消した。担当科目については、すべ
て後任の当該教員が担当しており、学生には影響はない。

「学生への周知方法」
時間割表、履修ガイダンス、ガイドブック等により周知を行っている。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 25 ％
2
8

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

3 必修 0 必修

科目

必修 ビジネス概論 ①

自由

必修・選択・自由の別 担当予定科目

選択 0 選択 0

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位

2 教授 山村 耕一郎 必修 情報入門演習Ｓ　 ① R2.3.31付70歳で定年退職（2）

１ 教授 高岡 義幸
必修 ビジネス情報入門

選択 0
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区　　　分
今後の

の実施計画

該当なし

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

履　行　状　況
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

すべての授業を対面授業で計画している。 （令和２年度）
新型コロナウイルス感染防止対策のため、前期授業期間を
４月１０日～７月１８日から４月２７日～８月５日に変更
し、実施可能なすべての授業を遠隔授業で実施した。後期
は対面授業に切り替えたが、新型コロナウイルスの感染が
再拡大した令和３年１月４日から１月１９日まで遠隔授業
に変更した。
遠隔授業が不可能な前期授業においては、開講時期を後期
に変更した。（２０２０年度のみ）
学生には、ポータルサイト、ホームページ、メールで周知
徹底した。

　　・  学生対応研修会（オンライン授業について）

　　・　シラバスの書き方

　　・　ＩＣＴ授業研修会（ＬＭＳ、オンデマンド、リアルタイム授業の具体的方策）

　　・　著作権についての研修会（改正著作権法第35条の運用）

　ｂ　実施方法

  　・　授業研究会（授業参観と研究会）

　　・それぞれの研修会について、委員会にて実施要項を協議、教育・学習支援センターにて案内・実施を行う。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　・年間ＦＤ研修会実施計画、各研修会の内容のほか、ＦＤに関連する授業アンケート、アセスメントテスト
　　　実施、授業公開・参観、各種ワーキングの運営、入学前学習、初年次教育などについて、協議している。

②　実施状況

　ａ　主な実施内容（２０２０年度分）

　　・　アセスメントテスト結果報告（「大学基礎力レポート結果報告」－２０１９年度生の学力・意識・行動－）
        2020年度生GPS-Academic（思考力・経験・行動）の実施報告

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　教育・学習支援委員会を設置し、学内全体のＦＤを企画、運営している

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　委員会は年間９回実施、委員は、各学部・学科、部会から選出された委員のほか、事務局長を含む
　　　事務系委員など１２名で構成され、ほぼ毎回全員が出席し、協議を行っている。

７　その他全般的事項

＜メディアビジネス学部　ビジネス情報学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）
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　　全学部、全科目で実施している。前後期年２回学期末に実施している。2020年度前期はコロナ禍のため実施せず。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　　授業アンケート結果については、各科目の学生評価に関するコメントを記入したものまとめ、冊子にして
　　学内で公開、また学内用ＨＰにて全科目の評価結果について公表してフィードバックに努めている。

　　・2020年度に教育支援課が主催して実施した全10回の研修会に延べ617人の教員が参加した。
　　　前年271人、約2.27倍の　　　参加者となった。
　　　それぞれの研修会の開催状況（日時・内容）と参加者数は次の通り
　　　■アセスメントテスト結果報告（オンライン）  実施日：令和2年8月25日16:00～17:00
　　　　内  容：「大学基礎力レポート結果報告」－2019年度生の学力・意識・行動について－
　　　　参加者：97名
　　　■学生対応研修会（対面・オンライン）        実施日：令和2年9月12日10:00～11:10
　　　　内  容：オンライン授業における学生対応
　　　　参加者：72名
　　　■アセスメントテスト結果報告（オンライン）実施日：令和2年8月25日15:00～16:00
　　　　内  容：「GPS-Academic結果報告」－2020年度生の学力・意識・行動について－
　　　　参加者：74名
　　　■シラバスの書き方と授業運営研修会（対面）実施日：令和2年12月10日16:30～17:30
　　　　内  容：効果的な授業運営のためのシラバス作成術
　　　　参加者：100名
　　　■学生ＦＤ研修会（オンライン）実施日：令和3年2月9日13:00～14:30
　　　　内  容：「学生FDプロジェクト」との意見交換会
　　　　参加者：25名
　　　■ＩＣＴ授業研修会（対面・オンライン）実施日：令和3年2月24日10:30～12:00
　　　　内  容：ICT機器や各種システムを利用したリアルタイム授業の運用方法や構成について
　　　　参加者：48名
　　　■ＩＣＴ授業研修会（対面・オンライン）実施日：令和3年3月3日10:30～12:00
　　　　内  容：ICT機器や各種システムを利用したオンデマンド授業の運用方法や構成について
　　　　参加者：47名
　　　■授業改善研修会（対面・オンライン）実施日：令和3年3月11日10:30～12:00
　　　　内  容：2021年度大学入門ゼミの変更点と授業運営ついて説明
　　　　参加者：55名
　　　■授業改善研修会（オンライン）実施日：令和3年3月17日13:00～14:30
　　　　内  容：著作権の基礎と改正著作権法第35条の運用について
　　　　参加者：56名
　　　■ＩＣＴ授業研修会（対面・オンライン）実施日：令和3年3月23日10:30～12:00
　　　　内  容：ICT機器や各種システムを利用した対面授業の運用方法や構成について
　　　　参加者：43名

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　本学のカリキュラムの課題、アセスメントポリシーに基づいた成績評価、効果的なシラバスの書き方、学生
　　対応の研修会など、マクロからミクロ、細部にわたる研修会を実施することによって、カリキュラムを見つ
　　めた個々の授業運営への改善につなげている。また、個々の授業を強化することによって、学科、学部のカ
　　リキュラム改善、学生の質保証にもにつなげることができる。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

「該当なし」
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③　認証評価を受ける計画

　　・令和４年度に評価機関（財団法人日本高等教育評価機構）の評価を受けるべく、学内で検討中。

　　　　いて記入してください。

　　・自己点検評価書を刊行し、本学図書館で閲覧可能とする。

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和３年７月１日頃）

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　令和３年４月にメディアビジネス学部ビジネス情報学科の第３期生が入学した。以下、その間の状況について述べ
る。
　第１期生には、２年次の前期と後期に必修科目のビジネス情報入門ゼミとプレゼミを受講させた。このゼミは、１
０名程度の定員を設けるとともに学科の専任教員が担当することで、各教員の専門性による基礎教育を行っている。
少人数教育の利点を活かした、ゼミ生間ならびに教員とゼミ生間における議論を通じて演習内容の理解度を高めるこ
とが出来た。また、経営学や情報学に関する基礎科目や一部の発展・応用科目を履修させることで経営学や情報学に
関する理論的な内容について学ばせるとともに情報学に関する演習科目を履修させることでプログラミングや情報シ
ステムの活用方法について学ばせることが出来た。４月からはビジネスにおいて生じる諸問題を情報学によって解決
する方法を学ぶために発展・応用科目を履修させている。
　第２期生については、大学入門や学問入門を目的として設置されている大学入門ゼミ・興動人入門ゼミを実施し
た。このゼミでは、有意義な大学生活を送る上で必要な学習方法の理解をさせ、卒業後の進路について考えさせる機
会を設けるとともに進路指導も行うことができた。また、経営学や情報学に関する入門科目を履修させることでそれ
ぞれの基礎知識を学生に身につけさせることができた。４月からは、個々の学生が希望する人材育成モデルに沿うよ
うに基礎もしくは発展・応用に属する専門科目を履修させている。
　第３期生については、明確な目的意識をもった上で４年間の学修に取り組んでもらえるように４月初旬に相次いで
実施された履修ガイダンスや新入生歓迎オリエンテーションを通じて、本学科で養成しようとしている人物像ならび
に人材育成モデル、カリキュラムの内容について理解させた。４月１２日からは、前期の授業が始まり、現在は、大
学入門ゼミ、経営学や情報学に関する入門科目ならびに共通科目を受講している。
　最後に学科の専任教員の取り組みについて示す。本学の教育の柱になっているゼミ科目の担当者でワーキンググ
ループを設置し、ゼミの運営上の問題点や学生指導の問題点を出し合い、それらを解決できるように盛んに議論して
いる。また、ワーキンググループでの議論内容だけでなく、学生が選択している人材育成モデルの希望状況や学科の
専門科目の履修状況などの教学に関する情報については、資料にまとめた上で月に一度開催している定例学科会の場
で報告することによって全教員が在学生の情報を共有できるように努めている。
　以上のことから本学科の設置の目的を達成するべく、学科運営が順調になされているものと判断する。

　ｂ　公表方法

　　・令和３年７月１日　公表予定

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期
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※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

（５） 情報公表に関する事項

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　〕

○　設置計画履行状況報告書（令和３年度）
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学校法人石田学園校務組織・分掌規程 
 

   第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この規程は、学校法人石田学園（以下「法人」という。）及び法人が経営する広島経済大

学（以下「本学」という。）の運営・教育に関する校務組織、職務分掌について必要な事項を定

めることを目的とする。 

 

（第２条～第５４条は省略） 

 

   第１４章 委員会 

 （委員会の目的） 

第５５条 委員会は、学長が決定を行うに当たり、第57条に規定する事項について諮問に応じる。 

 （種目） 

第５６条 本学に次の委員会を置く。 

 (1) 自己点検・評価委員会 

 (2) 教務委員会 

 (3) 教育・学習支援委員会 

 (4) 地域経済研究所委員会 

 (5) 学生生活委員会 

 (6) 入試委員会 

 (7) 国際交流委員会 

 (8) 人権問題等検討委員会 

 (9) 個人情報保護委員会 

 (10) 興動館運営委員会 

 (11) 大学院ファカルティ・ディベロップメント委員会 

 (12) 衛生委員会 

 (13) 危機管理委員会 

 (14) 出版委員会 

 (15) 教学情報分析委員会 

 （委員会への諮問事項） 

第５７条 各委員会への諮問事項は、広島経済大学教授会の審議事項及び各種委員会への諮問事項

に関する細則に定める。 

 （委員・委員長） 

第５８条 第56条に規定する委員会の委員は、若干人とし学長がこれを委嘱する。 

２ 委員会の委員長は、委員の互選とする。 

３ 委員長及び委員の任期は２年とする。ただし、留任は妨げない。 

 （会議） 

第５９条 第56条に規定する委員会は、学長又は委員長がこれを招集し、委員長が議長となる。 

（定足数） 

第６０条 第56条に規定する委員会の定足数は、委員の過半数とする。 

 （臨時委員会） 

第６１条 理事長、学長、副学長、学部長又は大学院研究科長は、必要あるときは臨時に委員会を

組織し、会議を開くことができる。 

 

（以下省略） 

７．①a 委員会の設置状況 関係規程 


